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松
戸
の
歴
史
や
自
然
を
詠
む

一
茶
・
立
砂
俳
句
大
会

一茶と立砂は馬橋の町を談笑しながら歩いたかもしれません

松
戸
と
一
茶
・
立
砂

一
茶

の
句
に

は
、

「
永

き
日

や
煙
草
法

度

の
小

金
原

」

「
久
枯
や
親
に
放
れ
し
馬
の
顔
」

な

ど
現
在

の
松

戸

・
船

橋

・
市
川

・

鎌
ヶ

谷

・
柏

・
野
田

な
ど

に
ま
た

が

る
江

戸
幕
府
直

轄

の
放
牧
場

で
あ

っ

た

「
小

金
牧
」

を
詠

ん
だ

も
の

が
多

く

あ
り

ま
す

。

ま
た

、
立
砂

は

一
茶

の
良

き
理

解

者

の

一
人

で
、
二

人

の
関
係

を
表
わ

す
こ

ん
な
句

が
残

っ
て

い
ま
す

。

「
夕

暮

の
頭

巾

へ
拾
ふ

紅
葉

か
な
」
立

砂

「
紅
葉

ば

や
爺

は

へ
し

折

り
子

は
ひ

ろ
ふ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
茶

｢母馬が番して呑(の)ます清水かな｣ 子和清水

に わしみず)1号緑地に立つ一茶の句碑

こ
れ

は
二
人

が
市

川

の
真
問

寺
で

紅

葉
狩
り
を

し

た
と

き
に

詠
み

交
し

た

も

の
で
す

。
一
茶

は
句

の
中

で
立

砂

を
「
爺
」
と
呼

び
、
自

ら
を

「
子

」

と

し
て

い
ま

す
。
二

人

が
親
子

の
よ

う

に
親
し

い
関
係

で
あ

っ
た
こ

と

が

馬
橋
に
残
る
一
茶
の
短
冊
「
山
お
ろ
し
秋
の
や

う
す
の
夜
明
か
な
」（
恩
田
威
明
氏

所
蔵

）

句

に

は
、

「
鍬

か
け

て
長
閑

に
し

た

る
榎
か

な
」

一
茶
・
立
砂
俳
句
大
会
応
募
要
領

テ

ー
マ

部
門

松
戸
を
題
材
に
し
た
俳
句

二
十
句
一
組

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
用

（
行
を
空
け
ず
記
入
）

選
者

…
「
河
」
主
宰
代
行

ふ
口
田

鴻
司
氏
、
上
田
渓
水
氏
、
増
成
栗

人
氏
、
望
月
百
代
氏
、
菅
原
達
也

氏
、
河
口
仁
志
氏

雑

詠
部
門

季
題
自
由

二
句
一
組
（
何
組
で
も
可
）

指
定
の
投
句
用
紙
、
ま
た
は
二

百
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
用

選
者
・：
「
鴫
」
主
宰

・
伊

藤
白

潮

氏

、
「
玄

火
」

同

人

・
小

宅

容

義
氏
、
「
門
」
主
宰
・
鈴
木
鷹
夫

氏

、
「
遠

矢
」

主

宰
・
檜

紀
代

氏

、

「

濱

」
副

主

宰

・

宮

津

昭

彦

氏

※
雑
詠
部
門
投
句
用
紙
は
市
役
所

・
各

支
所

・
各

市
民

セ
ン

タ
ー

等
の
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す

。

費
用
・
：
い
ず
れ
も
一
組
に
つ
き
千

円

を
郵

便
定

額
小
為

替

ま
た

は
現
金
書
留
で
（
切
手
は
不
可
）

表
彰
・：
テ

ー
マ
部
門

＝
大

賞

五
万
円
、
雑

詠
部
門
＝
市
長

賞
な
ど

発
表
大
会
：
平

成
1
2年
１
月

3
0日
㈲
午
後
１
時
か
ら
市
民

「
冬
空

や

鼻
の
先

な

る
筑
波
山

」

な

ど

が

あ

り

ま

す

（
立

砂

の

子

・

斗

囿
も

俳
句

を
た
し

な
み

、
数

多
く

の
句

が
入

集

し
て

い
る
）
。

藤
沢

周
平

の
小

説

「
一
茶
」

や
井

上

ひ
さ
し
の
戯
曲
「
小
林

一
茶

」
で
は
、

定

説

で
は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

一
茶

の

馬

橋

居
住
説

に
基

づ

い
て
、
青

年

一

茶

が
立
砂

の
店

で
奉
公

し

て

い
た
と

い
う

設
足
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在

、

立
砂

の
直
系

の
子

孫
は

絶

え

て

し
ま

い
ま
し

た

が
、
万

満
寺

に

あ

る
大
川
家

の
分

家

の
墓

に
立
砂

の

墓
も

あ
り

ま
す

。

※
掲
載
し
た
俳
句
の
文
字
使
い
に
は
諸
説

が
あ
り
ま
す
。

馬

橋
駅
か

ら
歩
い

て
五

分
、

松
戸

信
用

金

庫
前

に
「
立
砂

の
居

宅
跡
」
の

標
柱

が
あ

る

劇
場

で

※
応

募
者

全
員

に
作
品

集

を
進
呈

圃
1
0
月
3
1
日

㈲

〔
消
印

有
効

〕
ま

で

に
、
住

所

・
氏
名

・
電

話
番
号

を
記

入
し

、
作

品

・
費
用

を
同
封

し

て
、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸
市

根

本
三

八
七

の
五
松

戸
市

役
所
商

工

観
光

課
内

「
一
茶

・
立

砂
俳

句

大

会
実

行
委

員
会
事

務
局

」（
登
3
6
6

・
７

９
、りｎ
／‥・
７
）
　
　
へ

―茶の木像をスケッチ

材松戸市国際交流協会(ＭＩＥＡ)が

ホ ーム ペ ージ を 開設し まし た

つ
く
し
三
兄
弟
が
登
場

公園の最新|青報を毎週２件

程度紹介している｢21 世紀の

森と広場だより｣は、５月21 日

１周年を迎えます。

四季折々に咲く野草や生息

する昆虫、飛来する鳥を中心

に公園の旬の見どころを画像

を添えて掲載しています。
最新情報をお届けします

４月１４日からインターネット

上にホームページを開設し、国際

交流に関連する情報を提供してい

ます。

主な内容は、以下の通りです。

・ 国際交流協会の概要

●外国人のための初級日本語教室

●国際交流パーティー

人 口 と 世 帯　4 月1日現在

人口

男

女

世帯

今までに発信した「画像集」や、「21 世紀の森と広場利用

案内」のページもあります。

公園にお出掛けになる際の手引きや、季節の自然晴報とし

てお役立てください。

・パークセンターでは、今までの情報を印刷したものをご覧

になれます。

http://ｗｗｗjntershiponｅ,jp/～mcity/matsudo/from21  /

匿パークセンター登345-8900

●まつど国際文化大使制度などの募集･ 案内

●姉妹都市ホワイトホース市の紹介

盛りだくさんの内容で、あなたのアクセスをお待ちしてい

ます。

※英語版も用意しています。

http://ｗｗｗointershipoｎｅ.jp/～miea/top.html

摺剴 ）松戸市国際交流協会（市役所新館５階) S366- フ３１０

公文書公開制度

平成10 年度実施状況の公表　 ②

生涯学習大学講座案 内　　　 ③

クレジットカードを持っていますか ④

ごみ処理計画をお知らせします ⑤

情報 チャンネル　　　　　 ⑥⑦

主な内容

ホームペ ージ開設から1 周年

パークセンター発21世紀の森と広場だより

「
痩
蛙
負
け
る
な
一
茶
こ
こ
に
あ
り
」
な
ど
今
で
も
人
々
に
愛
さ
れ
て

い
る
俳
句
を
残
す
小
林
一
茶
は
、
諸
国
を
行
脚
す
る
中
で
馬
橋
や
流
山
な

ど
東
葛
飾
地
区
に
も
た
び
た
び
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
元
の
豪
商
な

ど
が
主
催
す
る
句
会
を
指
導
し
、
そ
の
謝
礼
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

馬
橋
の
油
屋
、
大
川
平
右
衛
門
（
俳
号
・
栢
日
庵
立
砂
、
～
一
七
九
九
）

も
一
茶
の
俳
句
活
動
を
支
援
し
た
一
人
で
し
た
。
そ
の
交
流
は
、
一
茶
の

「
晩
歌
」
「
我
春
集
」
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
立
砂
没
後
二
百
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
立
砂
の
業
績
を
顕

彰
し
、
俳
句
を
通
し
て
松
戸
の
歴
史
や
自
然
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
「
一
茶
・
立
砂
俳
句
大
会
」
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

顏
一
茶
・
立
砂
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
観
光
係
内
）
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平
成
1
0年
度
実
施
状
況
の
公
表

市
で
は
公
文
書
公
開
制
度
に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政

参
加
を
一
層
進
め
、
よ
り
開
か
れ
た
ク
リ
ス
タ
ル
な
市
政
の
実
現

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

類
総
務
部
総
務
課

容
3
6
6
・
7
3
0
5

平

成
1
0
年
度

中

の
開
示

請
求

・
申

し

出

の
文
書

件
数

は
、
五

十
九
件

で

し

た

。
う
ち

、
全

部
を
開
示

し

た
文

書

は
十

七
件

、
一
部
開
示

は
三

十
件

、

非

開
示

は
七
件

、
文

書

が
存
在
し

な

か

っ
た

も

の
が
三
件

で
し

た

。
実
施

機

関
別

の
決
定

状
況

と
主

な
対
象

文

書

は
左

表

の
と

お
り

で
す

。

こ

れ
ら

の
開
示

決
定

の
内

容

が
不

服

で
あ

る
た

め
、
異

議
申

し
立

て

が

な
さ

れ
た

の
は
七
件

で
し

た

。
異

議

平成10 年度実施機関別開示請求・申し出状況

申

し

立
て

が
あ

っ
た
場

合
、

実
施
機

関
は

、
学
識

経
験

者
五

人
で

構
成

さ

れ
る

「
公

文

書
公

開
審

査
会

」
に

諮

問

し

、
そ

の
答
申

を
尊

重
し

て
、
異

議
申
し

立
て

に
対

す

る
決
定

を
行

っ

て

い
ま

す

。

公
文

書
公

開

の
受

け
付

け

や
相

談

は
、
市

役
所

別
館

一
階
行

政

資
料

セ

ン

タ
ー
内
「
公
文

書
公

開
コ

ー
ナ

ー
」

で
行

っ
て

い
ま
す

。

行

政
資
料

セ

ン
タ

ー
で
は

、
各
種

実施機関 計

決定内容 請

求

取

り

下

げ

主な請求内容
開示 一部開示

非開
示 文書不
存在

開
示
請
求

市長 才 節 磴 ﾜ件 1ｲ牛 2ｲ牛
食糧費執行、保育所運営、マンション新築工事等建

築事業に関する文書など

教育委員会 口 ６ 11 ０ ０ ０ 教育委員会会議録、スクールカウンセラー、市立幼稚園に関する文書など

監査委員 ２ ０ ２ ０ ０ ０ 住民監査請求に関する文書
病院事業管理者 １ １ ０ ０ ０ ０ 企業財産使用許可に関する文書

議会 ワ ６ １ ０ ０ ０ 常任委員会会議録、市政調査研究に関する文書など

合計 53 1ワ・　26 ワ １ ２
開
示
申
し
出

市長 ２ ０ ２ ０ ０ ０ 廃棄物処理に関する 委託契約書、住宅建築に関する文書

教育委員会 ∠1 ０ ２ ０ ２ ０ 教育委員会会議録、事故報告書など

合計 ６ ０ ４ ０ ２ ０

※上記以外の実施機関（選挙管理委員会・公平委員会・農業委員会・固定資産評価審査委員会・水

道事業管理者・消防長）についての開示請求と開示申し出はありませんでした。

の
統
計
書
、
調
査
報
告
書
、
計
画
書

な
ど
、
行
政
に
関
す
る
刊
行
物
や
資

料
を
取
り
そ
ろ
え
て

い
ま
す
（
一
部

を
有
償
頒
布
）
。

ま
た
、
審
議
会
等
の
会
議
開
催
予

定
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

異議申し立て状況

私道の舗装( 新設・補修)

側溝敷設・手すり設置を援助します
異 議 申 し 立 て 件 数 異議申し立ての処理状況

前年度からの継続案件 件３ 決定済

件

３

9年度中の決定に対す

る異議申し立て
２
公文書公開審査会で

審査中
２

10年度中の決定に対

する異議申し立て
ワ 実施機関で検討中 ワ

○対象となる私道

以下の条件をすべて満たしていること

①幅員が原則として4メートル以上②両端または一端が公道に接している

③築造から5 年以上経過している④5 世帯以上の住居が隣接している⑤工事

に支障となる物件がない⑥側溝敷設については、公道等の排水施設に接続

が可能

市民葬 儀制度のご利用を
市民葬儀制度は、市民の方にご不幸があったとき、経済的で厳粛な葬儀が行えるように設

けられました。この制度は、市と市の指定を受けた葬祭業者との問で､「祭壇」およびその飾

り付けの内容や料金について協議し、合意により実施しているものです。

市 民 葬 儀 取 扱 指 定 店　　　 （50音順）　 摺市斎場昔38ワー4042

対象…施主または死亡者が松戸

市民で、市内で行う葬儀

内容…この制度で利用できる祭

壇の種類と料金は下表のとおリ

圃左表の市民葬儀取扱店へ

※ただし 、棺・遺影写真・礼状

印刷代・読経料・供花代・市

の式場使用料・火葬料・霊柩

（れいきゅう）自動車使用料

・納骨容器代等はこの料金に

含まれていません。

申し込みの際に取扱指定店へ

お問い合わせください。

祭壇の種類と料金

種 類 料 金 内 容

A5 段飾り 80,000 円 耗 付 祭品 け 墻
な貸

ど 受 し
を 付 付
含 用 け
む 品　｀

飾消り

B.3 段飾り 50,000 円

C.3 段飾り 38,000 円

業者名 所 在 電話番号

㈲愛蓮社 西馬橋相川町169 3∠12－∠誹44

㈱アーバンライフ 小金原4－3∠1-18;ｴﾋﾞｱｵﾚﾝｼﾞﾊｳｽ34ワー5000

石井葬儀社　　　　　、
六 実5-23-1

386-0856
却伊原葬儀社 馬橋1903 343-4310
㈱エスケイ市民共済 栄町4-205-4　　　 ゛ 364-0660

羝 工戸川 五香1-1-21　 ヽ 386-118ﾜ

㈲カインド社 古ケ崎2-3148-6 .。， 344-5222

蟐柏葬祭センター松戸支店上本郷3004-101 365-614 ∠1

㈲広善社 幸谷682 3副-3356

珎渋谷花店 小金きよしケ丘4-15-13 3∠11―6644

昭和興業㈱ 千駄堀620－1 383 ―'

㈲杉浦葬儀店 根本5－4 362-2542

㈲セレモアむつみ 六高台5-36-15 383 一印 邸

㈱セレモ東松戸ホール 串崎新田63-12 384-4 ∠14∠L

セントラル総合㈱ 河原塚258 391-9118
旬倉U蓮社 二十世紀が丘戸山町125 391-1611

有)大典社 高塚新田631 391-5ﾜ26

有凍葛葬祭 松戸1485 363-2001

却ときわ平葬儀社 常盤平2-21-1 385-2622
株)日本式典 栄町4-205-4 364-0495
鞁宝心社 六実1 ―52 ―2 389-5555
卵公戸葬儀社 松戸1692 364-44 ∠14

鞫藪崎葬儀社 小山22ﾜ 362-231ﾜ

優愛セレモニー 古ケ崎3－3副9 －1 391-3ﾜ63

椈ライフケア 松戸1112 363-0983
椈緑茶園 栄町5－2ﾜ6 －2 362-ﾜ2ﾜ3

○工事の申請者

私道敷地の所有者等の総意に

基づき一切の権限を委任された

人、または私道敷地等の管理に

ついて組合等が設立されている

場合はその長

○受付期間

５月６日休)～31日(月)

○工事内容

舗装工事はアスファルト舗装

またはコンクリート舗装、側溝

工事はＵ字溝( 蓋つきを含む)、

L_型溝または可変側溝、手すリ

エ事はステンレス手すリ

○地元負担見込額

左表のとおリ( 現場の状況によ

り変更する場合あリ)

工事別地元負担額一覧

工事種別
工

法

両端が公道に

接する道路

一端が公道に

接する道路

アスファルト舗

装新設工事

Ａ 1,310 円/m2 1,840 円/m2

Ｂ 2,310 円/m2 3,230 円/m2

アスファルト舗

装補修工事（オ

ーバーレイ）

Ａ 800 円/m2 1, 120円/m2

Ｂ 930 円/m2 1,310 円/m2

コンクリート舗

装新設工事
Ａ 4,620 円/m2 6,460 円/m2

Ｕ字溝敷設工事

(蓋なし)
Ａ 4,410 円/m 6,1ﾜO 円/m

Ｕ字溝敷設工事

(蓋つき)

Ａ 8,550 円/m 11,980 円/m

Ｂ 9,100 円/m 12,ﾜ50 円/m

Ｃ 9刀10 円/m 13,590 円/m

し型溝敷設工事 Ａ 4,060 円/m 5,690 円/m

可変側溝敷設工事 Ａ
現地設計による

手すリエ事 Ａ

※工法の選定は、道路形態によって異なります。

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
　（
高

齢
者
・
母
と
子
）
参
加
者
を

募
集

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫
。

いｔ
Ｉ
　

健
康
で
明
る
牋
未
来
の
た
め
に

そ
の
六
十
三
　
虫
歯
は
感
染
症

～
お
母
さ
ん
の
虫
歯
菌
と
子
ど
も
の
虫
歯

日
本

の
虫
歯

予
防

は
、
従

来
、

診

療
室

で
個

々
の
患

者
さ

ん
を
対

象
と
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
集
団

を
対
象

と
し

て
行

わ

れ
て

き
ま
し

た
。
ま

た
、
虫

歯

の
治
療
私

感
染

症
に
対

応
す

る
と

い
う

認

識
は
あ

ま

り

な
く
、
単

に
虫

歯
に

な
っ
た

と

こ

ろ
を
除

去
し
て

詰
め

る
こ
と

に
終
始

し
て

き
ま
し

た
。

し
か
し
、
こ

の
十
数
年

の
問
に
、

虫

歯
に

関
す

る
研
究

は
大

き
な
進

歩
を
遂

げ
、

そ
の
結

果
、
今

日
で

は
虫
歯

は
感

染
症
で

あ

る
と

い
う

こ

と

が
認
識

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ

て
き
ま

し
た

。
虫
歯

の
原
因

に
な

る
細
菌

に
は

、
代
表

的
な
菌

と
し

て
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
レ

ン
サ
球

菌

が

あ
り
ま

す

が
、
こ

の
菌

が
母

親
あ

る

い
は
養
育
者

か
ら

感
染
す

る
と

い
う

デ
ー
タ
は
、
す

で
に

か
な
り

蓄
積

さ
れ
て

い
ま
す

。

一
方

で
、

ミ
ュ

ー
タ
ン

ス
レ

ン

サ
球
菌

は
、

い
わ

ゆ
る
常
在

菌
で

あ
る
と
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

虫

歯

が
ま

っ
た
く
な

い
人

の
中
に

は
ミ
ュ

ー

タ
ン
ス
レ

ン
サ
球

菌
か

ほ
と

ん
ど
検
出

さ

れ
な

い
大

が

い

ま

す

。
そ

の
母

親
を

調
査
し

た
と

こ

ろ

、
母

親

の
囗

の
中
に
も

こ

の

菌
が

ほ
と
ん

ど

い
な

か

っ
た

と

い

う

デ
ー
タ

が
あ
り
ま

す
。

ま
た

、
産

道
感
染

（
生
ま

れ
て

く
る
と
き
に
、
産
道
の
常
在
菌
に

赤

ち

ゃ
ん

が
感
染
す

る
こ
と

）
を

受

け

て
、
出
生

の
翌
日

に

は
早
ぐ

も
検
出

さ
れ

る
よ
う

な
常

在
菌
と

は
異

な
り
、

ミ
ュ

ー
タ
ン

ス
レ
ン

サ
球
菌

は
、
出

生
後

歯

が
生
え

る

ま

で

の
乳
幼
児

か
ら

は
ま

っ
た
く

検

出

さ
れ
ま
せ

ん

。
こ

の
よ

う
な

こ

と
を

考
え

る
と

、
ミ
ュ

ー

タ
ン

ス
レ
ン

サ
球

菌

（
虫

歯
菌

）

が
出

生

後
養
育

者

か
ら

感
染
し

て

い
る

と

考
え

る
方

が
自
然

か
と

思
わ

れ

ま

す

。

こ

れ
ま
で

の
研
究

か
ら

、
子

ど

も

は
常

に
感

染
の
危

険
に

さ
ら

さ

れ
て

い
る
わ

け
で

は
な
く

、
感

染

す

る

の
は
お

お
む

ね
生
後

十
九
ヵ

月

か
ら
三

十

一
ヵ
月

ま
で

の
わ

ず

か
一
年

間
に
過

ぎ
な

い
こ

と

が
明

ら

か
に

な

っ
て

い
ま

す

。
こ

の
こ

と

は
、
逆

に
言
え

ば
虫
歯

菌

の
母

子

感
染

を
こ

の
時
期

の
母

親

（
養

育

者
）

の
囗

の
中

の
虫
歯

菌

の
コ

ン
ト

ロ
ー
ル

に
よ

っ
て
防
ぐ

こ
と

が
で
き

る
こ
と

を
意

味
し

て

い
ま

す

。
実

際
に

、
母

親
に
対

す
る
二

年

間

の
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
だ

け
で
学

齢

期
ま

で
感

染
を
防

ぎ
、

虫
歯

の

発

生
を
抑

制
し

た
実

例

が
外

国

の

研

究
に

あ
り
ま

す

。

こ

れ
か
ら
出

産

さ
れ

る
人

や
乳

幼

児
を

お
育

て
の

お
母

さ
ん
は

、

自

分

の
囗
の
中

の
虫

歯
菌

を
減
ら

す

こ
と

に
よ

っ
て

、
将
来

の
お
子

さ
ん

の
虫

歯

の
発
生

を
少

な
く
す

る
こ
と

が
可
能

な

わ
け
で

す
。

最
近

は
、
歯

科
医

院
で

唾
液

の

中

の
虫
歯

菌

を
調

べ
て
個

人
的

な

リ

ス

ク
を
判
定

す

る
方
法

も
取
り

入

れ
ら

れ
て

い
ま
す

。
残

念
な

が

ら

、
予

防
に

関
す

る
こ

の
よ
弓

な

検

査
は

、
保
険

適
用
外

に

な
り
ま

す

が
、
詳

し
く

は
歯

科
医

院
で

ご

相

談
く

だ
さ

い
。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

道路管理課業務係

公
文
公
開
制
度

歯
を
大
切
に

対
象
：
①
高
齢
者
＝
４
月
１
日
現
在
八
十

歳
以
上
（
大
正
８
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）
で
、
自
分
の
歯
（
か
ぶ
せ
た
歯
、

さ
し
歯
可
）
が
二
十
本
以
上
あ
る
人
②
母
と

受
晢
け
時
・
：
６
月
３
日
米
①
午
後
２
時
3
0

分
～
２
時
4
5分

②
午
後
２
時
4
5分
～
３
時

会
場
：
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
…
先
着
①
三
十
人
②
母
子
二
十
組

※
優
勝
者
は
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

匣
電
話
で
健
康
課
保
健
係

昔
3
6
6
・
7
4
8
6

へ 子

＝
平
成
1
0年
４
月
１
日
か

ら
平
成
1
1年
３
月
3
1日
ま
で

の
問
に
三
歳
児
歯
科
健
康
診

査
を
受
診
し
た
幼
児
と
そ
の

母
親
で
歯
が
健
康
な
人



楽しい春の青少年教室
青少年の学習・仲間づくりの場として青少年教室を開催します。

いろいろな楽しい教室があります。ぜひご参加ください。

圃5月14 日窗〔必着〕までに、往復ハガ半に住所・氏名・電話番号・学校・学年・希望

教室名・返信用ハガ本にあて名を記入して、干2「ｱO－0035 松戸市新松戸南2 の2 青少年

会館(S344-8556) へ（返信用ハガ牛を持って、窓口での申し込みも可）

※ハガ半1枚で、1人または親子1組、1教室の申し込みです。

※申し込み多数の場合は、抽選になります。

教室名 日 時 会 場 講 師 費 用 対象/定員

めざせ将棋名人

5/29～7/10 の土曜日

〔全ﾌ回〕

午後2時30分～4時30分

青少
年会
館

将棋指導者

清宮豊氏
無料
小学3年生以上

20人

英語であそばう！

5/29 ～7/17 の土曜日

〔全7回〕

午後2時～4時

日本児童英語教

育振興協会

中沢記子氏

無料
小学3年生以上

20人

リズミックカンﾌ ー

5/29～6/26 の土曜日

〔全5回〕

午後3時～4時30 分

リズミックカン

ﾌ ー公認指導員

菅原雪子氏

国際スポーツチ

ャンバラ協会

酒井実氏

無 料

無 料

小学3年生以上

30人

スポーツチャンバラ

5/21～7/2の金曜日

〔全7回〕

午後5時30分～ﾌ 時

小学3年生以上

30人

カローリング

5/29～6/12 の土曜日

〔全3回〕

午後3時～4時30 分

カローリング協

会・伊藤俊和氏
無料
小学3年生以上

40人

ザ･ ヒップホップ

5/23 ～7/4の日曜日

〔全7回丿

午前10 時30分～正午

元宝塚歌劇団員

和佐まき氏
無料
小学3年生以上

40人

父の日・親子でシュ

ガーアート

6/12c

午前10時～午後1時

女性センター

ゆうまつど

料理研究家

高橋貴美代氏

2,000円

(材料費)

小学3年生以上

20組∠10人

醫
社
会
教
育
課
登
3
6
6
・
7
4
6
3

パ
ネ
ラ
ー
：
金

沢
美
術
工

芸
大
学
美
術
工
芸
研
究
所
員

・
山
崎
達
文
氏
、
三
重
県
立

美
術
館
学
芸
員
・
土
田
眞
紀

氏
、
夙
川
学
院
短
期
大
学
教

授
・
緒
方
康
二
氏

定
員
：
当
日
先
着
三
百
人

費
用
…
無
料

東京高等工業学校創立25

年記念絵葉書(明治39年)

日
時
：
５
月
1
5
日
出
午
後
１
時
～
５
時

会

場
：
市

民
劇
場

内

容
…
近

代
的
工

業
概

念

の
成

立

、
様
式

的

デ

ザ
イ
ン

と
の
出

会

い
（
明
治
2
0
年
こ

ろ
～
明

治
末

）

デ
ザ
イ
ン
が
日
本
に
根
付
い
た
経
過
と
、
日
本

の
近
代
化
に
果
た
し
て
き
た
役
割
を
、
工
芸
・
建

築
・
美
術
な
ど
を
含
め
た
広
い
視
野
か
ら
と
ら
え

直
し
ま
す
。
特
に
デ
ザ
イ
ン
が
日
本
の
近
代
社
会

の
成
熟
に
対
し
て
、
文
化
の
面
で
、
あ
る
い
は
日

常
生
活
の
面
で
、
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
き
た
か

を
探
り
ま
す
。

この夏も ハチにご用心

アシナガバチの巣

アシナガバチは体

が細長く、長い脚を

ダラリとたらして、

風に漂うように飛ん

でいます。不用意に

ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ー
セ
ン
タ
ー
、

育

児

援

助
「
利

用

・
提

供

会

員

」
を

募

集

近
代
日
本
デ
ザ
イ
ン
史
を
探
る

シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

を

開

催

平成11年度生涯学習大学
急激に変化する社会の中で、私たちは日々いろいろな問題に出合います。

生涯学習大学は、高齢者の皆さんがさまざまな学習を深めることで、社会を構成

する一員であることを認識し、青少年・成人とともに地域の担い手として活躍いた

だけるよう応援をいたします。

皆さんのご参加をお待ちしています。

会場市民劇場　内容下表のとおリ〔全18 回〕

対象市内在住・在勤・在学の60 歳以上の人　 定員

300 人( 初 めての人を優先し 、抽選) 費 用100 円

(名 札代。名札をお持ちの人は無料)

[車]5月12 日 ㈲〔必着〕までに 、往復ハガ牛に住所・

氏名( ふりがな)・年齢・性別・電話番号・返信用八

ガ牛にあて名を記入して 、干2ﾌﾄ0094 松戸 市上

矢切299 の1 松 戸市総合福祉会館内矢切公民館生

涯学習大学係(B368-1214) へ

※往復ハガ牛に1 人( 本人) のみ記載。夫婦であっ

ても連名でのご応募は受け付けません。

塩 崎 俊一 さん

(常盤平陣屋前在住)

４年前 に会

社を定年退 職

し、多岐 にわ

たる講座内 容

に興味を持ち、

昨年、生涯学

習 大学 を受 講

しました。

多 くの人 と

知り合い、いまでも交流を続け

ています。

講座で得た知識は、これから

の地域活動に生かして人生を楽

しんでいきたいと思います。

日 時 内 容

5/27(*)

※
午

12 前
月10
2 時
日
Ｓ

困 正
・ 午３ ＿

月 開２ 場
日 午

(木)前
は ９
岫

後
分
ｙ
｀゙
時ｓ

４
時

心
開
場
午
後
１
時

30

分
心

開校式および開設説明

6/ 3(木) 生涯学習と街づ＜リ　講師聖徳大学生涯学習研究所長・福留強氏

17困
国際高齢者年記念「高齢者の人権について」

講師立正大学教授・落合淳隆氏

7/ 1(木) 松戸の自然環境の現状と保護対策　講師松戸の自然研究家・田中利勝氏

1衂 いきいきと生きるために（仮題）

9/ 2㈲ 健康増進は食生活から　講師植草学園短期大学教授・落合敏氏

16(本)
松戸市の防災対策「阪神・淡路の経験をいかして」

講師市防災対策室職員ほか

10/ 7團 江戸文化に学ぶ「家族と子ども」　講師国立歴史民俗博物館教授・高橋敏氏

21困 雇用・就労の変遷と今後の展望について　講師市助役

11/ 4㈲ 21 世紀のエネルギー事情「石油を中心に」§冓師巒エネルギー経済研究所職員

18㈲ 食料資源と環境　講師東京理科大学教授・樽谷修氏

12/ 2 ㈲ 人権週間「人権ライブキャラバン」　講師酔人舎代表・長島洋氏ほか

16ぐ木） アジアの情勢、今後の日本　講師麗澤大学教授・竹原茂氏

12年

1/13困
初春・日本の話芸　講師落語家・むかし家今松師匠

20《㈹ 高齢者だから街にでよう　講師文教大学教授・野島正也氏

2/ 3(木) 情報提供

17(*) 少子高齢化社会に『古］けて（仮題）　講師聖徳大学教授・松下倶子氏

3/ 2休） 閉校式～全体合唱・コンサート～　講師声楽家・稲見里恵氏ほか

自宅介護相談薬局

が開設されま,した

僭おせわ課昔３６６－７３４3

スズメバチの巣

スズメバチは体が

大きく、目的を持っ

ているかのように直

線的な飛び方をしま

す。近づくと、巣を
守るために攻撃してきます。刺されると、

まれにアレルギーショックを起こす場合

がありますので近寄らす、すぐやる課に

連絡してください。

５
月
１
日
よ
り
松
戸
市
薬
剤
師

会
は
、
介
護
の
問
題
に
悩
む
要
介

護
者
ど
そ
の
家
族
の
良
き
相
談
相

手
と
し
て
活
動
（
無
料
相
談
）
を

開
始
し
ま
し
た
。

介
護
に
関
す
る
身
近
な
「
相
談

窓
口
」
と
し
て
市
薬
剤
師
会
推
薦

の
六
十
九
薬
局
（
介
護
相
談
薬
局

の
看
板
を
掲
示
）
を
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
と
併
せ
て
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

●
介
護
福
祉
に
関
す
る
相
談

相
談
内
容
に
応
じ
、
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
等
を
行

い
ま
す
。

●
「
介
護
福
祉
地
図
」
の
作
成
お

よ
び
設
置

地
域
住
民
や
相
談
者
に
最
寄
り

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
他

の
介
護

相
談

薬
局

の
位
置

を
示

す

地

図
を
作

成
し

設
置
し

ま

す
。

●

介
護

福
祉
関

連
の

案
内

パ
ン

フ

レ

ッ
ト
の

配
石

各
種

サ

ー
ビ
ス
を

紹
介
し

た
市

民

向
け

パ
ン
ﾌ

レ

ッ
ト
を

必
要

に

応

じ

て

相

談

者

等

に

配

布

し

ま

す

。

●

「
介
護

保

険
制
度

」
の

簡
単

な

概

要
説
明

介
護

保
険

制
度
に

つ

い
て

ご
説

明
し
ま

す
。

●

松

尸
市
一
仕
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ

ー
と
の
連

携

相
談
内

容

に
応

じ
、
在

宅
介

護

支

援
セ

ン

タ
ー
へ

の
取

り

次

ぎ
を

行

い
ま

す
。

醫

松
戸
市

薬
剤

師
会

事
務
局

登
涯

・
９
りμ
‥‥’Ｏ

Ｏ

初夏から秋にかけて、すぐやる課にはハチの駆除に関する要望が多く寄せられます。

ハチは、樹木・木の穴・軒下・天井裏・換気口などに巣を作ります。ハチの特徴を知っ

て、いざというときにあわてないようにしましょう。

圃すぐやる課S366 ―7302

接触しなければあまり危険はありません

が、気になる場所に巣がある場合や、大

きくなってしまった場合は、すぐやる課

に連絡してください。

ま
つ
ど
ﾌ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ー
セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
行

い
た
い
人
と
育
児
の
援
助
を
受
け
た

い
人
か
ら
な
る
相
互
援
助
活
動
に
よ

る
会
員
組
織
で
す
。

地
域
の
よ
り
身
近
な
人
同
市
で
お

子
さ
ん
を
預
け
た
り
、
預
か
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
会

員

・
提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

入
会
説
明
会
は
利
用
会
員
・
提
供

会
員
共
に
、
毎
月
第
三
火
曜
日
午
後

３
時
か
ら
、
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
提
供
会
員
は
育
児
援
助
活

動

に
理
解

と
熱

意

が
あ
り
健

康

な
市

内
在

住

の
人
で

、
特

に
資

格
は
必
要

あ
り
ま
せ

ん

。
入
会

に
際
し

、
入

会

説
明

会

の
ほ
か
活

動

に
必
要

な
知

識

や
技

術

を
身
に
付

け

る
た

め
、
基

礎

研
修

会
に
参

加
し
て

い
た
だ
き
ま
す

。

基
礎
研
修
会

５
月
1
1
囗
㈹

午
前

９
時
3
0
分
～

午

後

５
時

会
場
女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど
四

階

（
本
町

一
四

の

Ｉ
〇

）

用
直

接

ま
た

は
電
話

で
、

ま

つ
ど
ﾌ

ァ
ミ
リ

ー

・
サ

ポ

ー
ト

ー
セ
ン

タ
ー

容
3
3
0・
2
9
4
1

（
月

～

土
曜
日

の

午
前

９
時

～
午

後
５

時
）

へ

福 祉

楽しく学ぼう
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平成11 年度

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
て

買
い

物
や
サ
ー
ビ
ス
を

楽
し

む
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は

、
今
す
っ

か
り
定
着
し
て
い
ま
す

。
気

軽
に

利
用

で
き
る
こ
と
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト

の
利
点
の
ひ
と
つ
で

す
。

ク
レ

ジ
ッ
ト

の
基
本
を
知
っ
て
ト
ラ

ブ
ル
の
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

圜
消

費
生
活
課
消

費
生
活
係

忌

宍一
・
7
3
2
9

ち
ょ
っ
と

」
言

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
軽
く
考
え
て
は

ダ
メ
ー

「
例
え
ば
・
・
・
」

「

そ

れ

は

違

い

ま

す

」
サ
イ
ン

一
つ
で
簡

単
に
使
え
る
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
は

、
計

画
を
お
る
そ
か
に
し

て
い
る
と

、
つ

い
支
払
い
の
許
容
限
度

を
超
え

て
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
や

お
や

、

い

け

ま

せ

ん

ね

。ク

レ

ジ

ツ

ト

カ
ー

ド

は

便
利

な

物

で

す

が

、

ひ

と

つ

使

い

方

を

間
違

え

る

と

大

変

な

こ

と

に

な

る

ん

で

す

ね

そ
も
そ

も

ク
レ
ジ

ッ
ト

（
ｃ
ｒ

ｅ

ｄ
・
ｌ
ｔ
）
の
意

味
は
「
信
用
」
「
割
賦

販
売
」

を
言

い
ま

す
。

つ
ま
り

、
あ

な
た
の
信

用
と

引
き

換
え

に
、
買

い
物

な
ど
を

し
た

お
店

に
信
販

会
社

が
あ

な
た

に
代

わ
っ
て

立
て
替
え
払
い
を
す
る
シ
ス
テ
ム
な

の
で
す

。

割
引
優

待
や

ポ
イ

ン
ト
サ

ー
ビ
ス
、

各

種
情

報
提
供

な
ど

が
受

け
ら

れ
て

現

金
よ

り
も
大

変
便

利
で
す

が
、
当

然

そ

の
後
、
信

販
会

社
に
代

金
相
当

額

を
、
分

割
払

い
な

ど
の
方

法
で
支

払

い
ま
す

。

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
　
　
つ
く
る
と
き
、
利
用
す
る
と
き

ク
レ

ジ

ッ
ト

カ

ー
ド

は
、
あ

ら
か

じ

め
所

足

の
手

続

き
を
行

っ
て

、
お

客

さ
ま

に
カ

ー
ド
が
発

行
さ
れ
ま
す
。

ク
レ

ジ
ッ
ト

カ

ー
ド

が
送

ら

れ
て

き
た
ら
、
す
ぐ
に
指
定
の
場
所
へ
、

自
筆

で
サ

イ
ン

を
し
ま

し
ょ

う

。

そ

の
後

は
一
定

の
期

間
内

、
利
用

限
度

額

の
範

囲
内

で

あ
れ

ば
、
カ

ー

ド
を

提
示

し

て
サ

イ
ン

す
る

と

い
っ

た
簡

単
な
手

続

き
で
、
買

い
物

や
サ

ー
ビ

ス
を
受

け
ら

れ
る

シ
ス

テ
ム
で

す
。ほ
と

ん

ど
の

ク
レ
ジ

ッ
ト

カ

ー
ド

に
は

キ
ャ

ッ
シ
ン

グ
機

能
が
あ

り
ま

す

が
、
金

利

が
高

い
こ
と

を
忘

れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
商
品
購
入
時
に
付

い
て

い
る
補

償
も
キ

ャ

ッ
シ
ン

グ
は

対

象
外
で

す

。
利
川

に
は

十
分
気

を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

そ
の
ほ
か
の
契
約
で
お
困
り
の
と
き
は

市

で

は
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

な

ど
の
契

約
ト

ラ

ブ
ル

に

つ

い
て

「
消

費

生
活

セ
ン

タ

ー
」

で

相
談

を
受

け

付

け
て

い
ま

す
。

セ

ン

タ
ー
で

は
、
市

か
ら
委

嘱

さ

れ
た
専

門

の
相
談
員

が
親
身

に
な

っ

て

ア

ド

バ
イ

ス
を

し
ま

す
。

相
談

は

電

話

で
も
受

け
付

け
、

プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

は
卜
分

配
慮

し
、

秘
密

は
固

く

守
ら

れ
ま

す
。

契

約

の
ト
ラ

ブ
ル
で

被
害

に
あ

っ

た
り

、
商
品

の
選

択

な
ど
で

迷

っ
た

り
し

た
と

き
は

、
ご
相
談

く
だ

さ

い
。

所 在 地 …松戸市小根本ワー8

京葉カスト松戸第2ビル5 階

電 話…365-6565

ファックス…365-9606

相談受付…月曜日～金曜日(祝日を除く)

午前9時～正午､午後1時～4時

付
け

ま
し

ょ
う

。

ぜ
っ

た
い

ダ
メ
ー

カ
ー

ド
の
貸
し
借
り

、
名

義
貸
し

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
契
約
の
際
に

名
義
を
他
人
に
絶
対
に
貸
さ
な
い
こ

と
で
す
。
名
義
が
あ
な
た
で
あ
る
限

り
、
支
払

い
義
務
は
あ
な
た
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
あ
な
た
名
義
の
カ
ー

ド
は
、
あ
な
た
自
身
の
も
の
で
す
か

ら
、
ど
ん
な
に
親
し
い
友
人
に
頼
ま

れ
て
も
、
カ
ー
ド
の
貸
し
借
り
を
し

て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

カ
ー
ド
の
紛
失
に
注
意
！

カ
ー
ド
は
と
て
も
大
切
で
す
。
も

し
、
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
ら
、
す
ぐ

_くらしのセミナー

5 月の消費者月間にちなみ最近の消費者問題を考える

ために､セミナーを開催します。今年は「環境ホルモン」

と「マイホーム」をテーマに、４

ま
た

、
あ
な
た

は
「
破
産
」
を
甘

く

見
て
い
ま
す
。
確

か
に
破
産
手
続
き
が

終
了
し
て
も
、「
数
年
間
は
新
た
な
ロ
ー

ン
が
組
め
な
い
」
な
ど
の
ほ
か
に
は

。

一
般
生
活
上
の
制
約
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し

、
お
金
は
返
済
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

支
払
い
義
務
を
免
除
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
「
免
責
」
を
認
め
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し

、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
や
浪
費
で
は
、
免
責

が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
す
。

売
り
上
げ
伝
票
は
、
そ
の
場
で

必
ず
確
認
！

「
例
え
ば
…
」

に
警
察
と
信
販
会
社
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
紛
失
届
け
を
出
す
際
に
は

連
絡
先
（
カ
ー
ド
発
行
会
社
）
と
カ

ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
て
お
く
と
便

利
で
す
。
こ
の
届
け
を
出
し
て
お
け

ば
、
万
一
、
不
正
に
使
用
さ
れ
て
も

盗
難
保
険
で
損
害
を
補
償
し
て
く
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ン

グ
を
さ
れ

て
し
ま
っ
て
は
、
補
償
が
き
か
な
い

の
で
暗
証
番
号
は
安
易
な
数
字
を
使

用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
誕

生
日
や
電
話
番
号
等
は
や
め
ま
し
ょ

利
用
す

る
と

き
は

、
慎
重
か
つ
計

画
的
に

自
分
自
身
の
支
払
い
能
力
を
き
ち

ん
と
把
握
し
、
そ
の
範
囲
内
で
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

支
払

い
方
法
に
は
一
括
、
二
回
、

ボ
ー
ナ
ス
一
括
、
分
割
払
い
、
リ

ボ

回にわたり開催します。

ご参加をお待ちしています。

会場…京葉ガスＦ松戸第2ビル

定員…各回先着30 人

費用…無料

※保育あリ(2歳以上の未就学児で、おやつ代として

200 円か必要。先着5人まで)

[重]開催日の3日前までに､電話で消費生活課消費生活係

容366-ﾜ329 へ

ご
み
処
理
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は

、
毎
年
そ
の
年
の
ご
み
量

を
推
計
し
、
収
集

か
ら
処

分

ま
で

の
処
理

計
画

を
市
民
の
皆
さ

ん
に
告
示
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、
告
示
に
は
、
ご
み
の
分
別
区
分
や
出
し
方
に
つ
い
て

も
基
準
が

示
さ
れ
て
い
ま
す

。

皆
さ
ん

の
生
活
に
密
着
し
た
こ

と
で
す
。
こ
の
機
会
に

ご
み

の
減

量
や

分
別

に
つ
い
て

、
も
う
一
度
考
え
て
み
て

く
だ

さ
い
。

亶
計
画

課
企
画
調
整
係

晋

一
・
7
3
3
1

平
成
1
1年
度
の
ご
み
処
理

計
画
量

ご
み

の
処

理
計
画

は
、
下

記

「
ご

み
処

理
の

流
れ
」
図

の
と
お

り
で

す
。

排
出
基
準
等
の
順
守

市
が
収
集
す
る
ご
み
お
よ
び
ご
み

処
理
施
設
で
受
け
入
れ
る
ご
み
は
、

市
が
定
め
た
分
別
の
区
分
お
よ
び
排

出
基
準
に
従

っ
て
排
出
、
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

家
庭
ご
み
を
市
の
収
集
に
排
出
す

る
と
き
は
、
市
が
定
め
た
家
庭
ご
み

集
積
所
の
利
用
基
準
を
守
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

分
別

区

分

市
が
収
朱

ず
る
ご
み
は
、
燃

や
せ

る
ご
み
・
燃
や
せ

な
い

ご
み

・
粗

大

ご
み
・
資
源

ご
み

・
有
害

ご
み

の
五
分
別
で
す
。

排

出

基

準

・
燃
や
せ

る
ご
み
・：
強

度

の
あ
る
紙

袋

を
使
用
し

、

上
部

を
必

ず
し

ば

っ

て
出

し
て

く
だ

さ

い
。

・
燃

や
せ

な
い
ご

み
・：
中

身
が
判
別

で

き
る

ビ
ニ

ー
ル
袋

か

ポ
リ
袋

を
使

用
し

て
出

し
て

く
だ

さ

い
。

・
相

大
ご
み

戸
別

収
集
し

て

い
ま

す
（
有

料
）
。
電

話
で

収
集

を
申

し
込

ん
で
く

だ
さ

い

（
粗

大

ご
み

受
付

セ

ン

タ
１

登
沺
・
0
0
0
7

）
。

・
資
源
ご
み
・
：
紙
類
・
布
類
は
、
種

類
ご
と
に
ひ
も
で
し
ば
っ
て
、
ビ
ン

・
缶
類
は
、
中
身
が
判
別
で
き
る
ビ

ニ
ー
ル
袋
か
ポ
リ
袋
を
使
用
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

。
有
害
ご
み
…
袋
に
「
有
害
ご
み
」

と
明
記
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

家

庭

ご

み

集

積

所

の

利

用

基

準

・
ご
み

を
出
す

時
間

は
、

収
集
曜

日

の
早
朝

か
ら
午

前
８

時
3
0分

ま
で

で

す

。
・
集
積

場
所

は
、
利

用
者

が
管

理
す

る
こ
と

に

な
っ
て

い
ま

す
。
集
積

所

を
清

潔
に
保

ち
ま
し

ょ
う

。

・
他

の
地
区

の
家

庭

ご
み

集
積

所
に

ご
み

を
出
す

こ
と

は
で

き
ま
せ

ん

。

市

が
収

集
し
な
い
ご

み
・
：
引

っ

越
し

で
出
た

ご
み

。
事

業
活

動
に
伴

う

ご

み処
理
で

き
な
い
ご

み
・：
タ
イ

ヤ

ー
ピ

ア
ノ

・
消
火

器

・
畳

・
耐
火
金

庫

・

オ

ー
ト

バ
イ

・
廃

油

・
プ

ロ
パ
ン

ガ

ス

ボ
ン

ベ
な
ど

※
詳

し
く

は
、
市

が
配

布
し

て

い
る

『
家

庭

ご
み

の
分

け
方

・
出
し

方
』

を
参
照

し
て

く
だ

さ

い
。

事

業

系

ご

み

の

出

し

方

事
業

活

動

に
よ

っ
て
生

じ
た

ご
み

は
、
原

則
、

家
庭

ご
み
集

積
所

に
は

排
出
す

る
こ

と
は

で
き
ま

せ
ん

。

暫
定

的
に

排
出
す

る
と

き
は

、
次

の

「
事

業
系

ご
み

の
家
庭

ご
み
集

積

所
暫
定

利
用

基
準
」

を
守

っ
て

排
出

し
て
く

だ

さ
い
。

①

排

出

量

の

制

限
（
一
回
の
収
集
当
た
り
）

有
害
ご
み

資
源
ご
み

燃
や
せ

な
い
ご
み

燃
や
せ
る
ご
み

1
ｋ
ｇ
以
下

扣
㈹
以
下

１

袋
か
つ
５
㈹
以
下

１

袋
か
つ
５
紬
以
下

②

そ

の

他

・
責

任

の
所

在

を
明

ら

か
に

す
る
た

め
、
事
業
所
の
名
前
を
袋
等
に
明
示

す

る
こ
と

・
利
用
に
当
た
り
集
積
所
利
用
者
の

同
意

が
得

ら

れ
る
こ
と

等

※
排
出

す
る
時

は
、
家

庭

ご
み
と
同

様
に

、
排
出

基
準

を
守
ら

な
け

れ

ば

い
け

ま
せ

ん

。
資

源

ご
み

は
、

紙
類

、
布

類
、
ビ
ン

ー
ガ

ラ
ス
類
、

缶
類
に
限
り
ま
す
。

そ
の
後
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
か
ら
の

請
求
書
を
見
た
ら
、
買
っ
て
い
な
い
物

ま
で
請
求
さ
れ
て
い
ま
し
た

。
買
っ
て

い
な
い
の
だ
か
ら
支
払
う
こ
と
な
ん
て

な
い
で

す
よ
ね
。

「
そ

れ
は
い

け
ま
せ

ん
」

支
払
い
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。
買
い
物

を
し
た
と

き
は
、
そ
の
場
で
売
上
伝

票

の
明
細
を
確
認
し
よ
し
ょ
う
。

ま
た
、
受
け
取
っ
た
伝
票
控
え
は
支

払
い
が
終
わ
る
ま
で
保
管
し
、
請

求
書

が
来
た
と

き
に
照
合
し
、
間
違
い
が
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

こ

れ
で

わ

か

り
ま

し

た

ね

。

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
と
い
う

こ
と
は

、
社
会
的
に

信
用
の
あ
る
あ
か

し

な
の
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト

は
便
利
な
も
の
で
す
。

上
手
に
、
計
画
的
に
利
用
し
て
あ
な
た

の
生
活
を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ル
ビ
ン
グ
払
い
な
ど
が
あ
り
、
支
払

い
回
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
利
息
負
担

が
人
き
く
な
り
ま
す
。
リ
ボ
ル
ビ
ン

グ
払
い
と
は
、
毎
月
一
定
の
金
額
を

支
払
う
決
済
方
法
で
す
が
、
利
用
し

て
い
る
う
ち
に
何
の
支
払
い
を
し
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
十
分
気
を
付
け
ま
し

日 時 テーマ 講 師
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,午前10 聘～正午

これが環境ホルモンだ

～有害な理由

岐阜経済大学講師

天笠啓祐氏

1　22山

I午前10時～正午

安心して住む我が家

～新築とリフォームの注

意点

国民生活センター相

談部調査役補佐

唐沢靖氏

29圉

午後2時～4時

ダイオキシンと私たちの

暮らし

～その他の環境ホルモン

とその避け方

岐阜経済大学講師

天笠啓祐氏

6/ 5(土)

午前10時～正午

住宅ローンと税金

～今、新築・リフォーム

時か

住宅評論家（元「週

間住宅惰報」編集者）

吉山日出樹氏

市

税

の

休

日

お

よ

び

夜

間

納

付

・

相

談

窓

口

を

開

設

し

ま

す

休
日

窓
口
…

５
月
1
5
日
出
午

前
９

時
～
午
後
４
時
会
場
市
役
所
新
館

二

階
収

納
課

・
各

支
所

夜
間
窓

口
・：
５

月
1
2日

水
～
2
0
囗

湘

午
後

８
時
ま

で

（
土

・
口

曜
日

を

除
く
）
　
会
場
市
役
所
新
館
一
．
階
収

納

課

残

収

納
課

容
郢
・
7
3
2
5

学

童
災

害

共
済

に

加

入

を

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
学
校
の

管
理
下

（
学
校
へ
の
登
下
校
お
よ
び

学
校
で
生
活
し
て
い
る
問
）
以
外
で

け

が
を
し
た
場
合
、
負
傷
の
程
度
に

応
じ
て
最
低
一
万
円
か
ら
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す
（
た
だ
し
、
交
通
事
故

・
自
転
車
に
乗
車

甲
の
事
故

・
風
水

害
・
震
災
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
よ

る
事
故
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）
。

掛
金
一
人
年
問
百
円
　
共
済
期
間

４
月
１
日
～
平
成
1
2年
３
月
3
1日

申
し
込
み
期
限
５
月
2
0日
困
ま
で

申
し
込
み
先
出
市
立
小
中
学
校
児
童

生
徒
は
各
学
校
②
市
内
在
住
で
私
立

小
甲
学
校
通
学
児
童
生
徒
は
教
育
委

員
会
保
健
体
育
課
に
直
接

亶
保
健
体
育
課
公
韻
・
7
4
5
9

厚

生

年

金

・

国

民

年

金

積

立

金

還

元

融

資

で

市

立

病

院

の

医

療

器

械

を

整

備

平
成
1
0
年
度
病
院
整
理
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
医
療
器
械
整
整
理
事
業
は
、

「
厚

生
年

金
・
国
民

年
金
積

立
金

還
元

融
資
」

に
よ

り
行

い
ま
し

た
。

嚮
市

立
病

院
企

両

財
務
課

昔
沺
・
２

１

７
－

内

線

り乙
４

り乙
１

5/11(W

～20團

「
松

戸
市

健
康

診

査

共

通

受

診

券

」
の

年

齢
表

示

に

つ

い
て

健
康
課
で
実
施
す
る
各
種
検
診
に

必
要
な
「
松
戸
市
健
康
診
査
共
通
受

診
券
」
を
先
に
各
該
当
者
に
送
付
し

ま
し
た
が
、
そ
の
受
診
券
の
年
齢
表

示
が
平
成
1
2
年
３
月
3
1
日
に
達
す
る

年
齢
で
記
入
し
て
あ
り
ま
す
。

誕
生
日
を
ま
だ
迎
え
ら
れ
て
い
な

い
人
は
、
年
齢
表
示
が
一
歳
多
く
記

入
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
ぐ
だ

さ
い
。

羆
健
康
課
検
診
係
音
沺
・
7
4
8
7

地

区

計

画

の

案

の

縦

覧

５

月
1
4日

吻
～
2
8
日

座

（
土

・
日

曜
日
を
除
く
）
午
前
８
時
3
0
分
～
午

後
５

時
　

縦
覧

場
所

都
市
計

画
課

内
容
紙
敷
地
区

・
地
区
計
画

の
案
（
風

俗
営

業
等

の
規
制
及

び
業

務

の
適
正

化
等

に
関

す
る
法

律
の

一
部
改
正

に

伴
う
変
更
）
　
区
域
紙
敷
の
一
部
の

区

域

圜

都
市

計
画
課

計
画

係

容

莇
・
７

３

再

生

自

転

車

を

即

売

５

月
1
6
日

㈲
～
1
8日

㈹

、
午
前

８

時

匐
分
～

午
後
３

時

会

場
生
き

が

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
販
売
台
薮
五
卜

台

（
売
り

切

れ
次

第
終

了
）
　

価

格

七
千
円
～
一
万
一
千
円
　
交
通
五
香

駅
東
口

か
ら
新
京

成

バ
ス
「
小
新

山
」

行

き
ま
た

は
「
柏
陵

高
校
」
行

き
で

、

新
栄
町

入
口

下
車

圃
牝
松
戸
市
シ

ル

バ
ー
人
材

セ

ン

タ
ー

容
3
8
4・

りＪ
１
９

１

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

～
迷
っ
た
ら
　
渡
る
な
走
る
な
　
次
を
待
て
～

５
月
1
1日
㈹
～
2
0日
米
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

春
の
行
楽
期
は
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
自
転
車
利
用
等
に
よ
る
交
通

事
故

の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
父
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ

い
。
盟
安
全
課

容
屁
・
7
3
4
1

教

育
委

員

会

会

議

を

開
催

５
月
1
3日
困
午
後
３
時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

舞
菽
合
委
員
会
総
務
課

容
莇
・
７
４

生

ご

み

処

理

機

の

モ

ニ

タ

ー

を

募

集家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
を
減
量
し
、

堆
肥
化

で
き

る

「
生

ご
み

処
理
機
」

を
無
料

で
貸
し

出
し
ま

す
（
た

だ
し

、

一
年

間
使
用

し
た
も

の
）
。

対
象

市
内
在

住

（
実

際

に
居
住
し

て

い
る
人
）

で
、
減
量

化

・
堆
肥
化

し
た

生
ご
み

を
自
家

処
理

で
き

る
人

貸
出

機
器

ナ

シ
ョ
ナ
ル

「
リ

サ
イ
ク

ラ

ー
」
、
ナ

シ
ョ
ナ

ル
「
生

ご
み

イ

ー

タ

ー
」
、
三

洋
電

機
「
ゴ

ミ
ナ
イ

ス
」
、

パ
ロ
マ
「
乾
く
り
ー
ん
」
、
日
立
家
電

「
ご
み

バ

ッ
タ
ン
」
、
ヤ

ン

マ
ー

「
た

べ
丸

エ
ー
ス
」（
各

一
台
）
　
貸
し
出

し
期
間

原
則
と

し
て
平

成
1
2年

３
月

3
1日

ま
で

※
電

気
代

は
各

目
の
負

担
に

な
り
ま

す
。
応
募

者
多
数

の
場

合
は
抽
選

。

複
数
機

器
の
申

し
込

み
は

で
き
ま

せ

ん
。

圃

５
月
2
1
窗
〔
消
印
有

効
〕
ま

で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・
希

望
機
器

名
、

希
望

理
由
を

記
入

し

て
、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸

市

根
本
三

八
七

の
五
松

戸
市

役
所
計

画

課

ご
み
を
減

ら
す
係

（
登

莇
・
7

3
3
2

）
　へ

自

宅

の

耐

震
相

談
を

し
て

み

ま

せ

ん
か

５
月
2
7日
米
午
前
1
0時
～
午
後
４

時

会
場
市
役
所
本
館
三
階
会
議
室

内
容
木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
・

補
強
方
法
の
相
談
　
費
用
無
料

崇
自
宅
の
平
面
図
（
問
取
り
図
）
等

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
次
回
は
常
盤
平
・
六
実
・
東
部
地

区
の
予
定
で
す
。

雨
電

話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備
係

昔
涯
・
7
3
6
8

へ

赤

十

字

社

員

（
会

員

）

に

ご

加

入

を「
す

べ
て

の
人
々

に
人
間

の
尊

厳

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
赤
十
字
社

員

（
会
員
）

増

強

・
社

資
募

集
運

動

を
行

い
ま

す
。

災
害

救
護

や
献
血

・
医

療

活
動

な

ど

は
、
皆

さ

ん
の
浄

財

（
社

費
）

に

よ

っ
て

賄
わ

れ
て

い
ま
す

。

町
会

役
員

・
赤
十

字
奉

仕
団
員

の

皆

さ
ん

が
、

お
伺

い
し
ま

す
の
で

、

運

動

の
趣
旨

を
一
人

で
も

多
く

の
人

に
ご
理

解

い
た
だ
き

、

ご
加

入

い
た

だ
け

る
よ
う

お
願

い

い
た

し
ま

す
。

圃

日
本

赤
十
字

社
千

葉
県

支
部
松

戸

市

地
区

（
援

護
課
内

）

公

鰯
・
７
３

戦
跡

慰

霊

巡

拝

時
期
・
地
域
左
表
の
と
お
り
対

象
①
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に

お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
・

父
は
・
子
・
兄
弟
姉
妹
）
で
あ
る
こ

と
②
健
康
状
態
の
良
好
な
人
③
年
齢

は
、
原
則
と
し
て
七
十
五
歳
以
下
で

あ
る
こ
と

※
参
加
者
に
は
、
国
お
よ
び
県
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
一
の
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

圃
所
定
の
様
式
（
援
護
課
に
あ
り
ま

す
）
に
、
死
亡
公
報
の
写
し
ま
た
は

戦
没
者
の
除
籍
謄
本
と
医
師
の
証
明

書
等
を
添
え
て
、
直
接
援
護
課
社
会

係
（
昔
沺
・
7
3
4
7

）
へ

時期・地域

地 域 実施時期 ‘　概 算経費

旧ソ連墓参（7ヵ所） ﾜ月中旬～9月上旬 15万円～50 万円

中　国 8月下旬 25万円～30 万円

硫黄島 10月下旬 1万円

ビスマーク・ソロモン 11月上旬 35万円～40 万円

マリアナ海域洋上慰需 1月下旬 1ﾜ万円～20 万円

インド 3月上旬 35万円～40 万円

生活消費センターのご案内

あなたは

クレジットカード

ご

み

処

理

の

流

れ

（

数

字

は

処

理

計

画

量

）

5月は

消費者月間

４
月
か
ら
社
会
人

に
な
っ
て
、
毎
月
の

お
給
料
が
自
由
に
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
前
々
か
ら
欲
し
か
っ
た

ブ
ラ
ン

ド
の
バ
ッ
グ
と
洋
服
を
そ
ろ
え
て

、
ク

レ
ジ
ッ
ト
で
済
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

最
近
引
き
落
と
し
額
が
多

く
な
っ
て

つ
ら

く
な
っ
て
き
た

け
ど

、
街
角
の
自

動
貸
出

機
で
借
り
ら
れ
る
し

、
い
ざ
と

な
れ
ば
自
己
破
産
す
れ
ば
、
牛
活

は
何

も
変
わ
ら
な
い
ら
し
い
か
ら
い
い
か
な
。

こ
の
間
、
初
め
て

海
外
旅
行
に
行
っ
た

ん
だ
け
ど
、
現
金
を

持
っ
て

歩
く
の
は
不

安

な
の
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
買

い
物
を
し
ま
し
た

。
伝
票
に
サ
イ
ン
す

る
だ
け
な
の
で
と
て
も
便
利
で
し
た
。

自
分

で
買
っ
て
な

い

も
の
で
も
、
伝
票

に
サ
イ
ン

す
れ
ば
買

っ
た
こ
と

に
な
り

、

をもっていますか？
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催

し

物

星

空

観

望

会

５
月
2
2日
出
①
午
後
６
時
～
６
時

5
0分
＝
観
望
会
の
星
空
解
説
②
午
後

７
時
～
８
時
3
0分
＝
天
体
望
遠
鏡
で

月

・
金
星
・
火
星
な
ど
を
観
望
　
会

場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
室
と

屋
上
定
員
先
着
八
十
人
曹
用
無

料※
雨
天

・
曇
天
時
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室
内
で
星
空
解
説
等
を
行

い

ま
す
。
な
お
、
午
後
５
時
3
0分
～

６
時
の
間
は
ド
ー
ム
内
で
音
楽
鑑

賞
が
で
き
ま
す
。

用
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
登
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

借

地

借

家

の

無

料

相
談

５
月
1
3日
米
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

濺
松
戸
借
地
借
家
人
祖
合
・
外
谷
昔

3
4
5
・
3
5
4
8

リ

サ

イ

ク

ル

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ツ

５

月
1
5日

出

・
1
6日

㈲
午

前
1
0
時

～
午

後
３

時

〔
雨

天

の
場
合

は
2
2
日

出

・
2
3囗

㈲
〕
　

会
場

ア
ル

ト
ピ

ア

駐

車
場

（
牧

の
原
）

※
食

品
ト

レ

ー
（
白

）
の
回
収
（
ト
イ

レ

ッ
ド

ペ
ー
パ

ー
と
交
換

）
も

し

て

い
ま

す

。

羆
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
マ
マ
佐
藤
昔
3
8
9
・
１

女

声

合

唱

一
日

体

験

コ

ン

サ

ー

５
月
1
2日
水
午
前
1
0時
3
0分
～
正

午

会
場
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
「
未
来
へ
」
「
花
の
ま
わ
り
で
」
「
河

は
よ
ん
で

い
る
」
ほ
か
を
合
唱
し
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
費
用
百
円
（
楽
譜
代
）

惠
電
話
で
女
声
合
唱
団
瑞
季

・
中
川

登
3
8
5
・
5
4
8
8

へ

高

齢
者

福

祉

施

設

見
学

会

６
月
４
日
窗
午
前
1
0時
～
午
後
４

時

内
容
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

老
人
保
健
施
設
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
ケ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
高

齢
者
福
祉
施
設
を
見
学
　
対
象
市
内

在
住
の
人
（
乳
幼
児
は
不
可
）
　
定

員
三
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

惠
５
月
1
2日
水
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
（
一
枚
で
四
人
ま
で
申

し
込
み
可
）
に
参
加

希
望
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

「
高
齢
者
福
祉
施
設
見
学
会
参
加
希

望
」
と
記
入
し
て
、
〒
9
7
1

一－
8
5
8

8
松
戸
市
根
本
三
八
七
の
五
松
戸
市

役
所
な
が
い
き
課
（
昔
3
6
6
・
7
3
4

6
）
へ

ラ

ー
ラ

マ
ン

ド
リ

ン

ク

ラ

ブ

演

奏

会５
月
2
3囗
㈲
午
後
１
時
3
0分
～
４

時
3
0分

会
場
市
川
市

文
化
会
館

内
容
マ
ス
カ
ー
ニ
「
仮
面
」
序
曲
・

武
井
守
成
作
品
集
ほ
か
　
費
用
無
料

鬪
根
本

音
3
6
3
・
4
7
2
7

おはなしキャラバンの公演

松
戸

子

ど

も

劇

場

鑑
賞

会

①
５
月
８
日
出
午
後
１
時
～
２
時

1
0分
と
午
後
４
時
1
5分
～
５
時
2
5分

②
５
月
1
3日
米
午
後
６
時

服
分
～
８

時
会
場
①
常
盤
平
第
三
小
学
校
体

育
館
泉
市
民
劇
場
内
容
①
劇
団
風

の
子
「
ど
き
ど
き
ど
っ
か
ん
」
三
十

年
後
の
未
来
か
ら

ぽ
く
は
ぽ
く
に
会

い
に
来
た
。
さ
あ
、
何
が
は
じ
ま
る

の
だ
ろ
う
？
②
「
雪
を
ん
な
」
三
味

線
や
そ
す
け
の
弾
き
語
り
と
和
紙
人

形

の
繰
ひ
広
げ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

で
切
な
い
話
　
費
用
各
三
千
三
百
円

圜
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
兼
松

登
誣
・

9
1
5
4
（
昼
間
の
み
）

松
戸
切
手
裏

５
月
2
2日
出
・
2
3日
㈲
午
前
1
0時

～
午
後
４
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内
容
楽
し

い
切
手
の
展
示

・
臨
時
郵
便
局
開
設
　
費
用
無
料

※
切
手
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
記
念
ス
タ
ン

プ
あ
り

覬
松
戸
郵
趣
会

・
屋
代

登
ｍ

・
8
5

6
0
（
夜
間
の
み
）

期 日 会場 時間 プ ログ ラム

5/7R
二十世紀が丘

市民センター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

12㈲ 図書館本館 午後3時30 分～4 時 絵本ほか

13休） 明市民センター 午後3時～4 時
アニメーション

人形劇

14銜 小金北市民センター 午後3時～4 時
アニメーション

人形劇

19㈲ 小金分館 午後3時～3 時30 分 絵本ほか

20困
和名ケ谷スポーツセン

ター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

21窗 松飛台市民センター 午後3時～4 時
アニメーション

人形劇

26㈲ 図書館本館 午後3時30 分～4 時 絵本ほか

27困 八柱市民センター 午後3時～4 時
アニメーション

人形劇

対象3 ～9歳　費用無料

※アニメーション＝｢ふしぎなヴァイオリン｣､ 人形劇＝｢ぶんぶくちゃがま｣

※図書館利用カードをお持ちになれば本が借りられます。

※電話でおはなしが聞ける｢でんわおはなしキャラバン｣公3ﾜﾜｰ0000 もご利用＜

ださい。

圜市立図書館S365 ―引 巧

労
災

職

業

病

な

ん
で

も

相

談

会

①
５
月
1
5日
出
②
５
月
2
9日
出
各

午
後
１
時
～
４
時

会
場
①
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
（
柏
車
②
船
橋
市
中
央
公
民

館
　
対
応
者
弁
護
士
・
社
会
保
険
労

務
士
・
医
療
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
ほ
か

費
用
無
料

※
予
約
不
要

嚮
千
葉
中
央
法
律
事
務
所

容
0
4
3
・
５

ア

ム

ネ

ス

テ

イ

柏

コ

ン

サ

ー

ト

５
月
1
6
日

㈲
午

後
３

時
3
0分

開
演

会
場
日

本
キ

リ
ス
ト

教
団

柏
教
会

内

容
モ

ー
ツ

ァ
ル
ト

「

デ
ィ

ベ
ル
テ

ィ

メ
ン
ト
Ｋ

・
1
3
8
」

へ
長

調

ほ
か

費
用
二
千
五
百
円
（
前
売
り
二
千
円
）

※
幼
児

は

ご
遠
慮

ぐ
だ

さ

い
。

醫

ア
ム
ネ
ス

テ
ィ

・
イ

ン
タ

ー
ナ

シ

ョ
ナ

ル
柏

グ
ル

ー
プ

・
谷
口

昔
3
4
5
・

松

戸

ア
ン

サ

ン

ブ

ル

エ
コ

ー

三

十

周

年
記

念

演

奏

会

５
月
1
6日
収
午
後
２
時
～
３
時
4
0

分
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
費
用
八

百
円
圃
松
戸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
エ
コ

ー
・
木

野
本

登
3
6
7
・
6
3
5
9

親

子
で

遊

ぶ
英

語

の

歌

と

お

話

の

集

い

①
５
月
1
1日
②
５
月
1
8日
③
５
月

2
5日
の
火
曜
日
、
各
午
前
1
0時
丿
分

～
Ｈ
時
3
0分

会
場
①
八
ヶ
崎
市
民

セ
ン
タ
士
蓋
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

㈲
小

金
北
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
英

語
圏
の
わ
ら
べ
歌
で
遊
ん
だ
り
、
お

話
を
楽
し
む
　
対
象
未
就
園
児
を
含

む
親
子
　
定
員
先
着
十
五
組
費
用

一
回
三
百
円

圉
電
話
で
締
ラ
ボ
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
・
中
村

音
3
4
4
・
6
0
8
8

へ

ス

ポ
ー
ツ

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

教

室

５
月
2
7
日
～
６
月
2
4
日
の
毎
週
木

曜
日
〔
全
五
回
〕
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分

会

場
運

動
公

園

剣
道

場

対

象

三
十

歳
以

上
の
人
　

定

員
先
着
三

十

人
　
費
用
無
料

圉
５

月
６
日

米

か
ら

、
直
接

ま
た

は

電
話

で
ス

ポ

ー
ツ
課

登
3
6
3
・
9
2
4

1

へ
新

体

操
無

料

体

験

レ

ッ

ス
ン

①
５
月
８
日
出
午
後
３
時
～
５
時

②
５
月
８
日
出
正
午
～
午
後
４
時
③

５
月
1
6
日
㈲
午
前
1
1
時
～
午
後
１
時

会
場
①
青
少
年
会
雅
②
東
部
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
③
常
盤
平
体
育
館
　
内
容

手
具
（
ボ
ー
ル
・
輪

）
を
使
っ
て
新

体
操
の
基
礎
練
習

対
象
四
歳
～
中

学
生
　
持
ち
物
運
動
で
き
る
服
装

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

醫
松
戸
ア
ミ
ュ

ー
ズ
新
体
操
ク
ラ
ブ

・
大
門

昔
3
8
6
・
4
4
3
4

市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

６
月
1
2
日
出
午
前
1
0
時
千
葉
銀
行

松

戸
支
店
一
剛
集

合
、
1
3
日

㈲
午

後
８

時

帰
着
予

定

行
き
先

八
ヶ
岳

編
笠

山
　

対

象
中
学
生

以
上
　

定
員

先
着

三
十
人
　
費
用
一
万
二
千
円
（
交
通

費
・
保
険
料
を
含

む
）
※
雨
天
決
行

車
電
話
で
松
戸
市

山
岳
協
会
・
高
橋

容
3
8
7
・
1
7
8
4
へ

中

高

年

の

た

め
の

カ

ン

フ

ー
＆

ス

ト

レ

ッ
チ

初
心

者

講

習

会

５
月
1
1
日
～
2
5
日
の
毎
週
火
曜
日

〔
全
三
回
〕
午
後
１
時
～
２
時

会
場

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
五
十

歳
以
上
の
人

定
員
先
着
二
十
人

費
用
無
料

軍
電
話
で
リ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ
ー
常

盤
平

ク
ラ
ブ
・
小
林

昔
3
8
5
・
0
8
9

0
へ

関

宿

城

博

物
館

の

催

し

①
高
瀬
船
に
乗
っ
て
関
宿
城
を
見

よ
う
　
５
月
2
2日
出
午
前
1
0時
集
合

会
場
境
河
岸
（
関
宿
町
）
　
定
員
先

着
三
十
人
　
費
用
二
百
五
十
円
（
小

学
生
以
下
百
五
十
円
）

②
ビ

デ
オ
シ
ア
タ
ー
「
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
作
品
集
」
　
５
月
2
2日
出
午
後

１
時
3
0分
か
ら
と
午
後
２
時
4
0分
か

ら
　
会
場
関
宿
城
博
物
館
集
会
室

費
用
無
料

③
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
　
５
月
3
0

日
、
６
月
2
0
日
、
７
月
1
8
日
の
日
曜

日

〔
全
三
回
〕
午
前
９
時
3
0分
か
ら

会
場
関
宿
城
博
物
館
集
会
室
　
対
象

全
回
出
席
で
き
る
人

定
員
先
着
十

五
人
　
費
塵
二
千
円

圃
①
③
は
電
話
ま
た
は
直
接
県
立
関

宿
城
博
物
館
学
芸
課

登
０
４
７
１
・

9
6・
1
4
0
0

へ
②
は
当
日
直
接
会

場
へ

グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

初

心

者

教
室５
月
９
囗
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
根
木
内
小
学
校
　
対
象
小
学
生

以
上
　
費
用
無
料

惠
当
日
会
場
で

嚮
体
育
指
導
委
員
・
日
江
井

登
3
4
2
・

７

０

β
ｎ
）
８

グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル
フ

教

室

①
５
月
８
日
出
午
前
９
時
～
正
午

②
５
月
1
6日
㈲
壬

圓
９
時
～
正
午

会
場
①
八
ヶ
崎
第
二
小
学
校

②
新
松

戸
南
小
学
校

費
用
無
料

※
②
は
鉛
筆
を
持
参

巫
当
日
会
場
で

群
悸
育
指
導
委
員
①
泉
昔
3
4
3
・
9
9

7
9
②
插
井

昔
3
4
3
・
１
6
3
5

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

初

心

者

教

室

５
月
2
8
日

蚩

・
2
9日
出

・
3
0日

㈲

午
前
９

時
～

午
後
１

時

会
場
中

央

ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル
場
（
常

盤
平
西

窪
町

）

費
用
無
料

惠
当

日
会

場
で

醫
松

戸
市

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会

・
飯

島

登
3
9
2・
5
4
8
5

交

通

事
故

無

料

相

談

室

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
ぐ
）
①

午
前
９
時
3
0
分
～
正
午
②
午
後
１
時

～
４
時
4
0分

会
場
柏
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
柏
市
柏
二
の

五
の
七
住
友
生
命

ビ
ル
四
階
）

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

嚮
栢
目
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
公
０
４
７
１
・
6
1・
０
１
ｎ
び
Ｉ

紙

に

描

い
た
風

景

画

展

５
月
５
日
撮
～
1
1
日
㈹
午
前
1
0
時

～
午
後
６
時
（
初
日
は
午
後
２
時
か

ら
、
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

会
場
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
（
伊

勢
丹
松
戸
店
九
階
）
　
内
容
五
十
人

の
作
家
に
よ
る
五
十
点
の
作
品
展

費
用
無
料

問
淡
彩
画
会
ホ
ワ
イ
ト

ー
マ
ッ
ト
・

菊
地
昔
3
8
4
・
0
7
3
9

カ

ヌ

ー

ス

ク

ー

ル

６
月
６

日
～
2
7
日
（
1
9日
を

除
ぐ

）

の
土
曜
日

＝
午

後
１

時

洳
分
～

３
時

3
0分
、
日

曜
日

＝
午

前
1
0
時

～
正

午
の
う

ち

都
合

の
良

い
三
日

問
　

会

場

江

戸

川

三

郷
有

料
橋
下

）

対
象
小
学
四
年
生
以

上

（
健

康
で
多

少
泳

げ
る
人
）
　
費
用
九
千

円

（
中
学
生
以
下
六
千
円
、
軽
食

・

保
険
料
を
含
む
）

圃
５
月
2
0
日
困
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
希
望

囗
三
日
間
）
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
干
2
7
0

－

0
0
2
1
松
戸
市
小
金
原
三
の
一
八

の
二
二
の
三
〇
三
松
戸
市
カ
ヌ
ー
協

会
・
岡
田
威
夫
昔
廈
3
4
2
・
9
4
3
9

へ
動
物
は
正
し
い

し
つ
け
と
マ
ナ
ー
で

ふ
ん
の
始
末
は
、

飼
い
主
の
責
任
で
す

詈
環
境
保
全
課
昔
3
6
6
・
7
3
3
6

情報

11 ※タイト ルが色 刷 りのも の は、市等 の主 催で す。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366-1111

⊃　 代 表FA χは … …3200

( 松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す)

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……httｐ://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/matsudo/
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講
座
・
講
演

女

性

就

業

技

術

講

習

会

①
ワ

ー
プ
ロ
科

＝
７
月
～
９
月

釡

二
十
一
回
〕
②
パ
ソ
コ
ン
科

＝
二
コ
ー

ス
６
月
～
９
月
〔
全
二
十
一
回
〕
③
老

人
介

護
科

＝
６
月

～
８
月

〔
全
二
十

六
回
〕
　
会
場
千
葉
県
女
性
就
業
援

助

セ
ン

タ
ー
（
千

葉
市
）
　
対
象

技
術

を
身

に
付

け
就
業

を
望

む
女
性

で
全

回
出

席
で

き
る
人
（
学

生
不
可

）
　
定

員
①
②
各
二
十
人
③
二
十
八
人
（
各

抽
選

）
　

費
用

無
料

（
教

材
費

等
実

費
）
※
詳
細

は
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

臂
千

葉

県
女

性
就

業
援
助

セ

ン
タ

ー

登
0
4
3・
諤
・
8
5
4
1

愛

犬

と

一

緒

の

し

つ

け

教

室

５
月
2
3
囗
㈲
午
前
1
0
時
～
正

午
〔
雨

天

の
場
合

は
５
月
3
0
日

㈲
午

後
１
時

～
３
時
〕
　
会
場
二
十
世
紀
公
園
三

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

入

門

講

座

期
限
６
月
４
日
次
～
1
0
月
８
日
次

の
う

ち

一
週
間
程

度

会

場
さ

わ
や

か
ち

ば
県

民

プ
ラ
ザ
ほ

か
　

内

容
県

内

の
福

祉
施

設

な
ど
で

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
体
験
定
員
五
十
人
（
抽
選
）
　
費
用

無
料

圃

５

月
1
2日

水

〔
必
着

〕
ま
で

に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・
氏

名

・
年

齢

・
電
話
番

号

・
返
信

用
あ

て
名

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
7
－
0
8
8

2
柏

市
柏

の
葉
四

の
三

の

Ｉ
さ
わ

や

か
ち

ば
県
民

プ
ラ

ザ
研
修

課

（
昔
０

４

７
１

・
4
0
・
８

６
１

″`‥））
　へ

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操

作
講

習

会
５
月
1
1日
火
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0
分
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
の
人

定

員
先
着
二
十
人

持
ち
物
運
動
着

・

上
履
き
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
音
3
4
4
・
8
5

5
6
へ

倫

理
文

化

講

演

会

５
月
2
2日
出
午
後
２
時
～
３
時
4
0

分

会
場
勤
労
会
館

内
容
よ
り
よ

く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
　
費
用
千

円醫
賄
倫
理
研
究
所
市
川
支
所
松
戸
ブ

ロ
ッ
ク
・
斉
藤
登
圓
・
3
2
1
8
（
昼

間
の
み
）

松
戸
村
立
雑
学
大
楽
「
文
化
の

吹

き

溜

ま
り

の

国

・
イ

ン

ド

ネ

シ

ア
」

５
月
1
6囗
襾
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分

会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八
柱

駅
下
車
徒
歩
二
分
）
　
講
師
元
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
駐
在
員
・
今
田
述
氏

費

用
無
料

筒
歪

本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）

昔

3
8
6
・
0
2
2
1

韃まつど街と水辺の緑化基金

賛 助 会員 募 集

まつど街と水辺の緑化基金は、広く市

民の皆さんに参加していただき、緑豊か

な潤いのあるまちづくりを推進すること

を目的にしています。

講
演

会

「
男

の

介

護
」

５
月
2
9日
出
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分

会

場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
作
家
・
竹
永
睦
男
氏
が
語
る
介

護
体
験
　
費
用
無
料

醫
さ
わ
や
か
福
祉
の
会

・
松
戸
く
ら

し

の
助

っ
人

音
3
4
0
・
3
3
1
4

家

庭
教

育

講

演

会

５
月
1
1囗
㈹
午
前
1
0時
開
演

会

場
市
民
劇
場

内
容
親
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
教
育
　
講
師
加
藤
淳
子
氏

窖
貝
当
日
先
着
五
十
人
費
用
無
料

耳
松
戸
家
庭
教
育
研
究
会

∴
侶
島

登

3
4
1
・
9
7
1
3

市

民

公

開

講

演

会

６
月

５
日

出
午

後
１
時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
会
場
中
央
会
館
（
東
京
都

中

央
区

）
　
　内

容

①
「
日

常
生

活
に

お
け

る
が
ん
予
防

の
方
法
」
②
「
Ｑ

Ｏ

Ｌ
を

考
え

た
が

ん
治
療

の
方
法

」

講
師

①
前

国

立
が

ん
セ
ン

タ

ー
研

究

所

・
長

尾

美
奈
子

氏
②

国
立

が

ん
セ

ン

タ
ー
東

病
院
長

・
海
老

原
敏

氏

定
員
先
着
千
人
費
用
無
料

圃
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
住

所

・
氏
名

・
電
話
番
号

を
記
入

し
て
、

〒
圈
－
0
0
4
5
中
中
央
区
築
地
五
の

一
の
一
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院

が
ん
医
療

サ

ポ
ー
ト
チ

ー
ム

・
安

達
勇

（
登
0
3
・
３

５
４
２

・
2
5
1

1
内

線
2
3
1
7
0
3

・
３
２

４
８

・
ｒａ
ｎ
乙
戸ｎ
）７

）
　
　
へ

〔主な活動内容〕市内の緑と花いっぱい運動

の推進・街と水辺の花づ＜リコンクール･ 野

鳥の写真コンクール・鈴虫の配布・花づ＜

り講習会・野鳥観察会

〔年会費〕個人会員･‥一口1,000円

法人団体会員…－[]10,000 円
ｍ]拊まつど街と水辺の緑化募金13∠15-9846

甲

種

防
火

管

理

講

習

会

６
月
９
日
水
・
1
0日
米
午
前
９
時

3
0分
～
午
後
５
時

会
場
市
消
防
局

定
員
先
着
百
五
十
人
　
費
用
四
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

惠
５
月
1
2囗
水

～
1
9日
伽
の
間

に
、
直
接
市
内

各
消
防
署
ま
た

は
消
防
局
予
防

課
（
登
3
6
3・
1
1
1
1

内

線
2
0
8
～
2
1
0）

へ矢

切

フ

ォ

ー

ク
ダ

ン

ス
同

好

会

初

心

者

講
習

会

５
月
1
1
日
～
６
月
８
日
の
毎
週
火

曜
日

〔
全
五
回
〕
午
後
７
時
～
８
時

3
0
分
会
場
矢
切
公
民
館
費
用
二

千
円
巫

電
話
で
矢
切
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同

好
会

・
武
田
昔
3
6
2
・
8
7
1
6

へ

楽

し

い

お

は

な

し

技

術

講

座

６

月
1
2日

出
午

前
1
0
時
～

午

後
３

時
3
0
分

会
場
松

戸
市

お

は
な
し

キ

ャ

ラ

バ
ン
事
業
所

（
青

少
年

会
館

隣

り
）
　

内
容

対
話

を
取

り
入

れ
た

お

は

な
し

の
方
法

、
資

材

の
生
か
し

方
、

お

は

な
し

や

絵

本

の

語

り

方

な

ど

対
象

保
育

・
教
育

を
専

門
と

し

て

い

る
人

、
お

は
な
し

に
関

心

を
持

っ
て

い

る

人
　

定

員

三

十

人

（
抽

選

）

持
ち

物
上
履

き

・
絵
本

一
冊
　

費
用

無
料
※
保

育

は
あ
り

ま
せ

ん
。

惠
６

月
４
日

窗

〔
必
着

〕
ま

で

に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職
業
｀
（
お
は
な
し
会
の
グ
ル
ー
プ

に
所

属
し

て

い
る
人

は
団
体

名
）
　・

電
話
番

号

を
記
入

し

て
、
一
丁
2
7
0

－
0

0
3
5

松

戸
市

新
松
戸

南
二

の
二

㈱

松
戸

市
お

は
な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン

（

登

錮
・
3
0
3
7

）
　へ

保
健
・
衛
生

愛

の

献

血

（
松

戸

市

献

血

推
進

協

議

会

）

①
５
月
７
日
窗
午
前
1
0時
～
1
1時

3
0
分
会
場
J
R
新
松
戸
駅
前

頁
健
康
課
検
診
係

登
鰯
・
7
4
8
7

療

育

相

談

５
月
1
3日
米
午
後
１
時
～
１
時
3
0

分

会
場
松
戸
保
健
所

対
象
乳
児

こ
　
　
　だっ
き
ゅ
う

の
股
関
節
脱
臼
検
診
未
受
診
者

・
整

形
外
科
領
域
の
診
察
相
談
等
を
希
望

す
る
十
八
歳
未
満
の
人
（
予
約
制
）

費
用
無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

用
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

介

護

ミ

ニ

教

室

と

無

料

相

談

会

５
月
1
4
日
窗

・
1
7囗
丱

・
2
8囗
糜

、

６
月

７
日

丱

・
2
1日
丱

①

介
護

ミ
ニ

教
室

＝
午
前
1
0
時
～
正

午

②

介
護
相

談
会

＝
午

後
１

時
～

３
時

会
場

松

戸
栄

暮
ら
し

の
相
談

セ
ン

タ

ー
（
松

戸

栄

郵

便

局

ビ

ル

ニ

階

）
　

内

容

「
上
手

な
介

護

の
仕
方

と

ポ
イ

ン
ト
」

「
将

来

の
介

護

の
た

め

に
」
　

講

師

社
会

福
祉

士

・
介
護

福
祉

士
　

定
員

①

十
人
突

天
　
（
予
約

制
）

兩
電

話
で
松

戸

栄
暮

ら
し

の
相

談
セ

ン

タ
１

昔
沺

・
6
6
1
2

へ

健

康

懇

談
会

「
更

年

期

障

害

と

治

療
」

５
月
1
6日
収
午
後
２
時
～
３
時
5
0

分

会
場

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員
当
日
先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

問
愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
昔
謡
・
４
８

１

７

お
知
ら
せ

国

税

専

門

官

採
用

試

験

第
一
次
試
験
６
月
1
9日
出
・
2
0日

㈲
、
第
二
次
試
験
８
月
1
9日
水
・
2
0

日

窗

の
う

ち
指

定

さ
れ
た
日

会

場

第

一
次
試

験

―
早
稲
田

大

学
、
第

二

次
試
験
＝
東
京
国
税
局
受
験
資
格

昭

和
4
7
年
４
月

２
日

～
昭
和
5
3
年

４

月

１
日

生
ま

れ
の
人

試
験

の
程

度

大

学

卒
業
程
度

合

格
発
表
日

第
一

次

＝
７
月
3
0
日

蚩

、
最
終

＝
９
月

８

日
伽
　
由
込
書
請
求
先
東
京
国
税
局

惠

５
月
６

日
米

～
1
3日

附

の
午
前

９

時
～
午
後
５
時
子
・
日
曜
日
は
除
く
）

の
問
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
〔
５
月
1
3

日
米

消
印
右
効

〕
で
、

〒
1
0
0
－
0
0
0

4
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
の
三

赤

十

字

介

護

教

室

①
正

規
講
習

＝
５

月
2
5日

㈹
～
2
8

日

窗

〔
全
四

回
二

旦

短
期

講
習

＝
６

月
1
8
囗

窗
、
各

午
前

９
時
3
0
分
～

午

後
３
時
3
0
分
会
場
成
田
赤
十
字
病

院
定
員
①
二
十
人
（
全
回
出
席
で

き
る
人

、
十
人

以
下

の
場

合
は
中

止

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
　
費
用
①

教

材

費
六
百
円

②
無

料

惠
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

・
生
年

月
日

・
電
話
番

号

・
勤

務
先

等

を
記

入
し

て
、

〒
2
8
6
－
0
0
4
1

成

田
市

飯
田
町

九

〇
の

一
成
田
赤

十

字

病
院

医
療

社
会
事

業
部

（
昔
０

４

７

６

・
2
2
・
2
3
1
1

内

線

沺
）

へ

赤

十

字

救

急
法

講

習
会

（
一
般

講

習

）
　
　
’

５
月
2
0日
閑
、
６
月
2
2日

㈹
各
午

前
８
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分

会

場
成
田
赤
十
字
病
院
定
員
先
着
三

十
人
　
費
用
教
材
費
千
円

惠
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
’
住
所
・
氏
名

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
勤
務
先

等
を
記
入
し
て
、
〒
涯
－
0
0
4
1

成
田
市
飯
田
町
九
〇
の
一
成
田
赤
十

字
病
院
医
療
社
会
事
業
部
（
登
０
４

７
６
・
2
2・
2
3
1
1

内
線
卯一
）
へ

の
二
東
京
国
税
局
人
事
第
二
課
へ

問
松

戸
税

務
署
総

務
課
総

務
係

容
3
6
3

・
1
1
7
1

「
水

と

み

ど

り

と

歴

史

を

た

ど

る

回

廊

プ

ラ

ン

」

作

成

メ

ン

バ

ー

募

集期

間

平

成
1
2
年

３
月
3
1
日

ま

で

内

容

車

内
の
水

・
み

ど
り

・
歴

史
的

事
物

を
拠
点

と
し

た
魅
力

的

な
街

並

み

づ
く
り

の
た

め
に
、
市

民
版

「
回

廊

プ
ラ
ン
」
作
成

に
参

加
　

対
象

月

一
回

程
度

の
会
合

に
参
加

で

き
る
市

内

在

住

・
在

勤

・
在

学

の
人
　

定
員

先
着

五
十
人

※
詳
細
は

お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

嚮
松
戸
ま
ち
づ
く
り
交
流
室
事
務
局

昔
3
6
6
・
6
1
1
3

「
ニ

ッ

セ
イ

エ

デ
ン

」

ホ

ー
ム

ヘ

ル
パ

ー

（
常

勤

・
非

常

勤

職

員

）
募

集

対
象
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
級
以
上

ま
た
は
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ

五
十
五
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
　
訪
問

先
高
塚
新
田
・
紙
敷
・
秋
山
・
大
橋

二
十
世
紀
が
丘
ほ
か

黯
ニ
ッ
セ
イ
ェ
デ
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
１・
・
上
西

登
匐
・
8
3
1
0

野菊野こども館が開館

児
童
福
祉
館
で
工
作
を
楽
し
む
子

ど
も
た
ち
（
常
盤
平
児
童
福
祉
館
）

千

葉

県

調

理

師

試

験

７
月
1
5日
附
午
後
１
時

丿
分
～
３

時

丿
分

会
場
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉

市
）
　
願
書
受
付
期
間
５
月
2
4
日
丱

～
2
6日
水

※
願
書
の
配
布
は
５
月
2
1日
窗
ま
で

松
戸
保
健
所
で
行

い
ま
す
。

黯
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班
栄
養
担

当

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

「

ザ

ー
ワ

ー

ル

ド

ー
ユ

ー

ス

ー

セ

ミ

ナ

ー

」

実

行

委

員

募

集

国
際

交
流
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
（
年

四

回
）

の
内

容
等

に
つ

い
て

の
企

画

・
運
営

を
行

う
イ

ベ
ン
ト

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア

で
す

。
月

一

回
程
度
委

員

会
を

開
催
し

ま
す

。

会
場
流
山
青
年
の
家
対
象
高
校

生
以
上
定
員
三
十
人

※
随
時

募
集
し

て

い
ま
す

。

嚮
県

立
流
山

青
年

の
家

昔
０
４

７
１

・
5
9
・
2
0
0
4

小

・

中

・

高

校

生

の

た

め

の

国

際

交

流
「
夏

期

海

外

派

遣

事

業

」

期
間
７
月
中
旬
～
８
月
中
旬
派

遣
先

ア
メ
リ

カ

ー
オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア

・
サ
イ

パ
ン

ほ
か
　

内

容
ホ
ー

ム
ス

テ
イ
と
体
験
入
学
な
ど
　
費
用
十
一

万

五
千

～
五

十
二
万

円

（
派

遣
先

に

よ
り
異

な

る
）

※
詳
細

は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

胆

茴
国
際

青
少

年
研

修
協

会

豊
0
3
・

３
３
５

９

・
8
4
2
1

5月12日團から毎週水曜日、移動児童館事業

の一つとして野菊野こども館がオープンしま

す。当館は幼児や小学生など18 歳未満の人た

ちが自由に遊べる空間です。午前は乳幼児対象

の｢ 親子で遊ぶ会｣ 、午後は小学生対象の工作、

ゲーム等の催しを予定しています。

開館日…毎週水曜日午前10時～午後4時30 分

(正午～午後１時は閉館)

会場…野菊野団地6号棟2階野菊野こどもホール

膤劈盤平児童福祉館S387-3320　 ………｡､､、

4
5分

と
午

後
１

時
～

４
時

会

場
松
戸

市

役
所②
５
月
1
0
日
側
午

前
1
0
時
～
1
1
時
と
午

後
Ｏ

時
1
5
分
～

３
時

十
世
紀

が
丘
梨
元
町
）

内
容

飼

い
犬

の
基

本

的

な
し

つ
け
方
法

を

実
技
指
導
　
定
員
十

五
組

（
抽

選
）
　

費

用
無
料

用
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
氏
名

・
電
話
番
号
・
犬
の
種
類
・
性
別
を

記
入
）
で
松
戸
ペ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

こ
須
藤

登
霞
3
4
3
・
6
4
7
1

へ
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文
化
交
流
の
架
け
橋
と
し
て

糸
川

さ
ん
は
、
台
湾
生
ま
れ
の
台

湾

育

ち
。
松

戸

に
住

ん
で
七

年
に

な
る
。

剛
松
戸

市
国

際
交

流
協

会
（
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ａ
）

が
、
市
民
主
体
の
国
際
交
流
・
国
際
理

解

を
一
層
広
め
て
い
こ

う
と
昨
年
発
足

し
た
「
ま
つ
ど
国
際
文
化
大
使
」
の
一

人
で
あ
る
。
現
在
十
二

力
国
十
八
人

が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
自
国
の
文
化

を
紹
介
し
、
交
流
し
よ
う
と
委
嘱
さ
れ

て
い
る
。

紙
芝
居
で
子
ど
も
た
ち
に
台
湾
の
昔
話
を

話
す
糸
川
さ
ん

国
際
文
化

大
使
を
応
募
し
た
き

っ
か

け
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
通
信
紙
で
募
集
記

事
を
読
ん
だ
こ

と
。
苦
労
し
な

が
ら
も

、

家
庭
の
主
婦
・
二
児
の
母
と
し
て
身
近

な
地
域
に
解
け
込
ん
で

い
く
こ
と

が
で

き
た
が
、
も
う
少
し
広
い
地
域
で
幅
広

く
人
と
接
し
て

い
き
た

い
と
思
う
。

「
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
参
加

し
、

い

ろ

い
ろ
な
人
と
出
会

い
、

い
ろ

い
ろ
な

こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う

な

機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て

い

ま
す
」
夫

の
真
人

さ
ん
と

は
高
雄

（
台
湾

）

に
あ

る
当
時
勤
め
て

い
た
職
場

で
知
り

合

い
、
結
婚

。
や
が
て
、
夫

が
帰
国

す

る
こ
と
に
な
り
、
日
本
で

の
生
活

が
始

ま

っ
た

。
故
郷
を
離

れ
た
こ
と

の
な
か

っ
た
糸
川

さ
ん
に
と

っ
て
、
異
国

で
の

生
活

は
想
像
以
上
に

大
変

だ
っ
た
。
全

く

知
ら
な

い
土
地

で
暮
ら

す
孤
独

感
、

食
生
活

な
ど
文
化

の
違

い
、
そ
し

て
何

よ
り
も
言
葉

の
壁
に
直
面

す
る
。
台
湾

で
あ
ら

か
じ

め
日
本
語
を
勉

強
し

て
い

た

が
、
地
域

の
人

た
ち
と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
う

ま
く

い
か
ず
、
も
ど
か

し
さ
を
感
じ

る
日

々
が
続
く

。

「
も

っ
と
日
本
語
を

勉
強
し

て
、
こ

の
国
で

た
く

さ
ん
友

だ
ち
を

つ
く
り
た

い
」
。
そ
ん
な
思

い
を
胸
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ａ

の
日
本
語
教
室

に
通
い
始
め
る
。
持
ち

前

の
明

る
さ
と
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
ー
、
家

族

の
温

か
な
励
ま
し

を
受

け
、
み
る
み

る
日
本
語

が
上
達
。
次
第
に
地
域
社
会

に
解

け
込

ん
で
い
っ
た
。

そ
し

て
、
昨
年

か
ら
国
際
文
化
大
使

と
し

て
、
サ
ー
ク
ル
・
団
体
等
の
依
頼

に
よ

り
手

作

り

ギ

ョ
ー

ザ
を

教
え

た

り
、
小

学
校
で
同
じ
「
お
月
見
」
で
も

日

本
と
台
湾
で
は
生
活

習
慣
が
違
う
こ

と
を
説
明
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
台

湾
の
昔
話
を
紙
芝
居
で
語

っ
た
り
と
地

域
で
幅
広
く
活
躍
し
て

い
る
。

「
国
際
交
流
は
気
持
ち
の
問
題

。
友

だ
ち
に
な
り
た

い
と

い
う
気
持
ち

が
あ

れ

ば
親
し
く
な
れ

る
と
思

い
ま
す

。
ま

た
、
国
際
文
化
大
使
と
し
て
自
国

の
文

化
を
紹
介
す

る
こ
と
で
、
母
国
を
外
か

ら
見
つ
め
直
せ

る
よ
う
に
な
り
、
自
分

な
り
に
日
本
の
文
化
と
比
較
し
て
理
解

自然の素材で作つたりース

新 シ リ ー ズ

「自 然 を 楽 し む ‘わ ’」

‘わ’には 自分自身が「自然を

楽しむわ」という意味と、みんなで

「自然を楽しむ輪」を広げようという

２つの意味が込められています。

みなさん奮ってご参加ください。

内容…①四季を肌で感じる体験をする

②自然の素材を活用して草木染等のクラフト作りを習う

③ボランティアで、②で習得したクラフト作りを教える

(①②は平日、③は土・日曜日、祝日)

※年間９回開催予定。参加者の募集は広報まつどの５日号に掲載します。

第1 回参加者を募集

日時…５月２７日困午後1 時３０分～３時３０分

会場…21 世紀の森と広場

ｌ内容…自然を肌で感じよう①

講師…自然解説員・川端祥子氏・首藤美恵子氏

Ｆ定員…先着３０人

'費用…無料

匝]電話でパークセンターS345-8900 へ

５・６月のパークセンター催し物

で

き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し

た
」
と

話
す

。
夢
は
日
本

の
大

学
で
日

本
語

と
中
国

語

、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
文
化

を

学

ぶ
こ

と
。
国

際
文
化

大
使
と
し
て
活

動
す
る
に
つ
れ
、
自

分
の
世
界

が
ま
た

広
が
っ
た
よ
う

だ
。
日
本
と
台
湾
の
文

化

交
流
の
架
け
橋
と
し
て
活

動
を
続
け

る
糸
川

さ
ん
の
夢
は
無
限
に
広
が
っ
て

い
く
。

（
常
盤
平
在

住
）

まっ ど国際文化大使

行 事 名 日 時 講 師 定 員 費用

みどりの講習会　　　　※

｢押し花で花ハガキ絵をつ

くろう｣

5/16C日)・23(日)

午後1時30分～

3時30分

ふしぎな花倶楽

部本部講師・渡

辺敏子氏

30人 1700円

こども自然体験
5/23(日)

午前10時～正午

自然解説員・川

端祥子氏・首藤

美恵子氏

20人

(小学1～6

年生)

無料

みどりの教室

｢絵手紙で季節の花を描こ

う｣

5/30(日)

午後1時30分～

3時30 分

八柱絵手紙の会

萩原典子氏
30人 200 円

園芸教室

厂家庭菜園一夏野菜の手入

れ」

6/ 2團

午後1時30 分～

3時

みどりの相談員

小林喜代次氏
40人

無

料

みどりの教室　　　　　※

｢やさしい植物写真の撮り

方｣

6/ 5汢)・26はう

午前10時～正午

日本山岳写真協

会・益子清見氏

30人
森のクラフト教室

｢セイタカアワダチソウの

すだれ作り｣

6/ 6(日)

午後1時30分～

3時30 分

ネイチャークラ

フトデザイナー

山中琴江氏

園芸教室

｢7、8月の園芸作業｣

6/130日)

午後1時30分～

3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

いとかわ　じゃくらん
糸 川 若 蘭 さ ん

会場21 世紀の森と広場

※2回連続講座

圉電話でパークセンターO345-8900 へ（先着頤）

相談名 期 日 時 間 会 場 圖 相談名 期 日 時 間 会 場 籬

市政･刪投
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室 . 燵

難

田

‰7
靉引

･ 9捩

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅＵー

縣

Ｕ
Ｈ

366局
ラ 松
幃

７局

10(月) 馬 橋支所交通事故 午前9時～午後5時
11(火) 六 実支所

法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談コ

ー ナ

ー

11(火) 小 金支所
第1月曜日 午前9時～正午

12≫) 常盤平支所

税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 12冰） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 6休） 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(登363-6278) でも行っています。

不動産相談 毎週水曜日 午後1時～5時 心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

§

ヅ
Ｑ

10(月) 馬 橋支所
外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

11(火) 六 実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

11(火) 小 金支所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
12冰)・19冰) 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(0361-4089)でも行っています。 12冰)・19feK) 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

7(金)

午前10時～午後3時

常盤平支所 ※　 国
衣 民
記以 年

外
金

の 課
㈹

民 ・ 係
年 ７
童 ３課 ５

゛ ２

6團・20沐） 小金原市民センター

11(火) 小 金支 所 痴ほう介護相談(予約制) 28 蚩 午後1時～4時 社会福祉協議会

14(金) 小金原支所
ゆ う まつ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性 セン ター

( 相 談 室直通)

Q363-0505

第2～第4木曜日
18(火) 馬 橋支 所

第1木曜日 午後2時～8時
21淦） 六 実支 所

女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時
25(火) 新松戸支所

パ ー ト 労 働

悩みご と相談
11(火)

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セン ター
容364-877828(金) 矢 切支 所

31(月) 東 部支 所 就学相談( 予約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

55366-7461
消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活センター

Q365-6565

教育相談( 予約制)

青少年相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年 セン ター

S363-7867育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所
Q367-4646 青少年相談( 来 所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年 セン ター

S366-7464※住宅課昔366-7366 、商工観光課S366-7327

緊急医療体制

◆テレホン案内サービス　 。

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

S366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

S365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

※終了時間間際に来られるときは、あ

らかじめ電話確認を

お気軽にご相談ください

みどりの情報発信基地

5月の相談あんない 相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

21世紀の森と広場パークセンターの催し物

健康保険証をお忘れ

なく
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